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巻頭図版 1
佐渡国分寺跡遠景（南より）
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序佐渡国分寺跡は、地表に礎石が露出しているため各建物の概要がわかることや、官人を描
いた人物戯画瓦の出土で知られ、古代の佐渡を理解する上で欠くことの出来ない遺跡です。
大正14年、現国分寺西方の松林中に1個の礎石が発見されたのを機に調査が行われ、昭
和4年、国史跡に指定されました。その後、昭和46～48年にかけて史跡公園として整備
されています。
佐渡市教育委員会では、史跡再整備計画策定に先立ち寺の範囲を把握するための調査を平
成15年度より実施してきました。
本書は、平成17年度に実施した金堂北側及び塔東側の発掘調査報告書です。
調査では、寺を区画する溝や塀等の明確な遺構こそ検出されなかったものの、指定地東側
の広い範囲に瓦が分布することが明らかになりました。これは、寺の範囲や土地利用のあり
方を考える上で重要な成果といえましょう。
また、今回の報告では過去の調査記録や出土品も併せて検討し、瓦の年代や組み合わせ、
推定される寺の範囲等を提示しました。今後もより一層努力を重ね、佐渡国分寺跡の様相を
明らかにしていきたいと考えます。
最後に発掘調査から報告書刊行に至るまで御指導、御協力を賜りました東北芸術工科大学、
富山大学、立命館大学、文化庁、新潟県教育庁文化行政課、（財）新潟県埋蔵文化財調査事
業団、並びに佐渡国分寺住職林泰民氏をはじめとする地元関係者の方々に厚く御礼申し上げ
ます。
平成20年3月
佐渡市教育委員会
教　育　長 渡邊　剛忠
例　　　言
1 本書は、新潟県佐渡市国分寺字経ヶ峰287番地1他に所在する佐渡国分寺跡の発掘調査報告書である。
2 発掘調査は、史跡再整備計画策定に先立ち遺跡の範囲を把握することを目的として、佐渡市教育委員会が調査主
体となり平成17年度に実施した。
3 整理および報告書作成にかかる作業は、平成18・19年度に佐渡市教育委員会が行った。
4 調査及び整理に係る経費については、国庫補助金の交付を受けた。
5 出土遺物及び調査・整理作業に係る資料は、佐渡市教育委員会が保管、管理している。
6 遺物の注記は調査年度と略号「H17口分」とし、出土地点や層位を続けて記入した。
7 遺物番号は種別に関わりなく通し番号とし、本文、観察表、図版及び写真図版の番号は全て一致している。
8 本書の図中で示す方位は、すべて真北である。
9 注は、当該頁の下に脚注として掲げた。引用文献は著者及び発行年を文中に［ ］で示し、巻末に一括して記載
した。
10 文中の敬称は省略した。
11 遺構、遺物図トレース及び各種図版作成・編集は、株式会社セビアスに委託した。
12 遺物の瓦、土器については、木立雅朗氏（立命館大学）、北野博司氏（東北芸術工科大学）、山本肇氏（新潟県埋
蔵文化財調査事業団）、春日真実氏（新潟県埋蔵文化財調査事業団）から指導を得た。但し、諸氏の見解を誤認し
た可能性もあり、文責は担当者にある。
13 本書の執筆及び編集は、川村尚が担当した。第Ⅱ章2及び遺構図版作成に若林篤男の協力を得た。
14 本書で用いた写真は、遺跡写真を堅木宜弘、若林が、遺物写真を川村が撮影した。
15 発掘調査から本書の刊行に至るまで、下記の方々から多くの御教示、御協力を賜った。記して厚く御礼申し上げ
る。
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図版40 カメ畑窯跡出土瓦
図版41 フスベ窯跡出土瓦
図版42 小泊窯跡群出土土器
［写真図版］
図版43 全景
図版44 既往の調査史跡整備　
図版45 史跡整備
図版46 1T・3T
図版47 1T・5T
図版48 6T・7T
図版49 7T・8T・9T
図版50 軒丸瓦（1）
図版51 軒丸瓦（2）
図版52 軒丸瓦（3）
図版53 軒平瓦（1）
図版54 軒平瓦（2）
図版55 軒平瓦（3）
図版56 丸瓦（1）
図版57 丸瓦（2）
図版58 丸瓦（3）
図版59 平瓦（1）
図版60 平瓦（2）
図版61 平瓦（3）
図版62 平瓦（4）
図版63 土器
図版64 経ヶ峰窯跡（1）
図版65 経ヶ峰窯跡（2）
図版66 小泊窯跡群（1）栗の木沢窯跡・カメ畑窯跡
図版67 小泊窯跡群（2）カメ畑窯跡・フスベ窯跡
図版68 佐渡博物館　所蔵瓦（1）
図版69 佐渡博物館　所蔵瓦（2）
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1 調査に至る経緯
平成11年、国史跡佐渡国分寺跡の南を走る県道阿仏坊新町線の拡幅工事に伴う調査で、拳～人頭大の
礫を敷き並べた幅約1m程の石敷遺構が検出された［堅木2002a］。翌12年度の調査では、南大門へ向
けて折れ曲がり、一部は階段状を呈することが明らかとなった。国分寺へ続く参道の可能性も考えられた
為、平成13年度に史跡内の調査が行われたが、石敷遺構は史跡内へは続かず遺構の性格や時期等につい
ては明らかにし得なかった［堅木2002b］。しかし、一連の調査により地元では国分寺への関心が高まり、
平成14年5月に行われた現地説明会には多くの見学者が訪れた。これを受け、真野町教育委員会（以下、
町教委）では、指定範囲の拡大や伽藍復原等を含む佐渡国分寺跡の再整備を計画した。
平成14年2月、町教委は整備計画について文化庁及び新潟県教育委員会（以下県教委）と協議を行った。
協議では、（1）追加指定の要否を判断するため指定地周辺の調査を行うこと、（2）開発事業に伴う調査
が多いため、担当者を増員し調査体制を整備すること、（3）外部有識者による調査成果の検討を行い調
査の客観性を確保すること、の3点について指導を受けた。
文化庁の指導を受けて、町教委では平成14年度に担当者1名を採用して調査体制の整備を図ると共に、
瓦の散布状況を把握するため金堂北側の分布調査を実施した。また、9月には奈良文化財研究所小池伸彦
氏より調査地点の選定や調査方法等について指導を受けた。
寺の範囲把握のための発掘調査は、平成15年度より開始した。各年次毎の調査区は図版1に示すとお
りである。15年度は東域4箇所、16年度は北域4箇所、東域4箇所の試掘坑を設定し、寺域区画施設の
把握を試みた。なお、調査期間中に外部有識者による調査検討委員会を開催し、検出遺構の評価や調査方
法等について指導を受けた。
平成17年度は、昨年の調査で遺構、遺物が出土した地点を中心に調査を実施することとした。
2 調 査 経 過
平成17年5月11日より金堂北側の調査を開始した。昨年度検出された配石遺構（SX02・SX03・
SX04）の広がりを把握するため、16年度1Tの東に試掘坑を5箇所設定した。6月20日より区画施設の
有無を確認するため、昨年度の調査で瓦が多く出土した追加3T付近に東西方向の試掘坑を4箇所設定し
た。9月8日より、7Tで検出された南北方向の溝（SD01）の範囲を確認するため、7Tに直交する試掘坑
を12箇所設定した。なお、調査期間中に外部有識者による調査検討委員会を2回（7月6日及び10月13・
14日）開催した。10月5日には清野孝之氏（文化庁記念物課）が来跡し、検出遺構の評価や調査方法等に
ついて指導を受けた。
1
3 整 理 経 過
基礎整理の一部は、平成17年度の冬期に行った。報告書作成に係る本格的な整理作業は、平成18・
19年度に佐渡市埋蔵文化財整理室（旧新潟地方法務局真野出張所）で実施した。
平成18年度は、5月中旬より作業を開始した。基礎整理未了のものが多かったため、水洗、注記、接
合等に一定の時間を要した。併せて遺物の実測、現場図面、写真の整理を行った。
平成19年度は5月より作業を開始した。昨年度に引き続き、遺物の実測、遺構、遺物図版作成、遺物
写真撮影、原稿執筆等を行った。遺構、遺物図のトレース及び各種図版作成・編集は株式会社セビアスに
委託した。なお、整理作業を進める中で、過去の調査・整備にかかる資料についても検討した。その中に
は史跡整備前の地形図や写真、一括性の高い軒瓦など遺跡を理解する上で重要と考えられるものがあった
ため、これらの一部を掲載した。
3 整 理 経 過
2
調査検討委員会（平成17年7月6日） 文化庁清野調査官調査指導（平成17年10月5日）
石敷遺構（平成11・13年調査写真を合成） 現地説明会（平成14年5月19日）
4 体　　　制
［発掘調査］ 平成17年度
佐渡国分寺跡調査検討委員会
［整理作業］平成18・19年度
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調 査 期 間 平成17年5月11日～平成17年10月31日
調 査 主 体 佐渡市教育委員会（教育長　石瀬佳弘）
事　務　局
木下　　勉（生涯学習課・佐渡伝統文化研究所準備室長）
北見　継仁（生涯学習課・佐渡伝統文化研究所準備室文化行政係長）
松田　　一（真野事務所事務局長）
足立　俊裕（真野事務所事務局長補佐）
調 査 担 当 堅木　宜弘（生涯学習課・佐渡伝統文化研究所準備室主事）
調　査　員 若林　篤男（生涯学習課・佐渡金銀山室主事）
委　　　員
黒崎　　直（富山大学人文学部国際文化学科教授）
小池　伸彦（奈良文化財研究所平城宮跡発掘調査部考古第一室長）
有吉　重蔵（国分寺市教育委員会庶務課長）
山本　　仁（佐渡博物館長）
山本　修巳（新潟県文化財保護指導委員）
指導助言者
清野　孝之（文化庁記念物課文化財調査官）
春日　真実（新潟県教育庁文化行政課主任調査員）
整 理 期 間
平成18年5月15日～平成19年3月30日
平成19年5月7日～平成20年3月28日
整 理 主 体
佐渡市教育委員会（教育長　石瀬佳弘）※平成18年5月7日まで
（ 〃　　渡邊剛忠）※平成18年5月8日から
事　務　局
文化振興課　　　　　　　※平成18年度
世界遺産・文化振興課　　※平成19年度
石塚　秀夫（課長）
野尻　民輔（課長補佐） ※平成18年度
高藤一郎平（課長補佐） ※平成19年度
野口　敏樹（埋蔵文化財係長）
世田　和彦（文化行政係長）
整 理 担 当 川村　　尚（主事）
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1 地理的環境
A 概　　　要
佐渡国分寺跡の所在する佐渡島は、新潟県沖約40kmの日本海上に位置する島である。面積約
855km2、海岸線長約260kmを測り、本州4島と沖縄本島に次ぐ面積を持つ。土地利用のあり方は、水
田103km2、畑28km2、宅地18km2、山林371km2、その他335km2である。水田が約12％と高い比
率を占めるが、これは近世に鉱山技術を利用して農業生産力を極限まで高めた結果で、古代においては割
り引いて考える必要があろう［宇野ほか1989］。人口は、昭和25年の125,000人余をピークとして、平
成17年には67,000人余へ減少している。
地形はエの字に似た特徴的な形をしており、北西の大佐渡山地、南東の小佐渡丘陵、その間に位置する
国仲平野に大別される。東側の湾入部を両津湾、西側を真野湾と呼称する。国仲平野のほぼ中央を、小佐
渡丘陵東部に源を発する国府川が西流し真野湾へ注ぐ。
B 遺跡の位置
遺跡は国仲平野南西に位置し、国府川の支流である竹田川によって北東部を、竹田川の支流である大道
川によって南西部を区画された小佐渡丘陵北西端部の海岸段丘上に立地する。標高は約52m前後を測る。
発見当初は山林であったが、昭和46～48年に行われた史跡整備事業により公園化されている。
C 気　　　候
北陸は積雪量の多い地域であり、中でも新潟は豪雪地帯として知られるが、佐渡は沖合いを流れる対馬
海流の影響により比較的温暖で降雪量も少ない。1971～2000年にかけて日最深積雪が10cm以上の日
は年9日、20cm以上の日は3日に過ぎない［国立天文台2002］。北陸では異例ともいえる瓦葺寺院の造
営は、この積雪量の少なさに一因があるとも考えられる［坂井2006］。
2 歴史的環境
A 古代の佐渡
1）変　　　遷
佐渡国の分立を直接示す記録は無いが、続日本紀文武4（700）年に「佐渡国…」の記述があるため、
それ以前に成立したものと考えられる1）［山田1986・相沢2005］。養老5（721）年、雑太郡を分割して
賀母、羽茂の2郡を新たに設置し3郡となる。天平15（743）年に越後国へ併合されるが、9年後の天平
4
1） 天武期の国境画定に伴い越国から分割された可能性が指摘されている［山田1986・相沢2005］。
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第1表　古代佐渡国及び国分寺関連年表
西暦 和暦 記　　事
544 欽明5 12月、粛慎人が佐渡嶋へ来たことを越国より都へ報告する。［日本書紀］
700 文武4 2.19 越後、佐渡二国に磐舟柵を修理させる（佐渡国の初見）。［続日本紀］
701 大宝元 8.21 佐渡に蝗害、風害があり、秋の収穫が出来なかったと申し出る。［続日本紀］
709 和銅2 7.13 越前、越中、越後、佐渡より舟百艘を征狄所（出羽柵）へ送る。［続日本紀］
711 和銅4 4.5 佐渡が飢饉のため、金品が施される。［続日本紀］
721 養老5 4.20 雑太郡を分けて、賀母、羽茂、雑太三郡とする。［続日本紀］
8.19 佐渡が越前の按察使の管轄下に入る。［続日本紀］
722 養老6 1.20正五位上穂積朝臣老、乗輿指斥の罪で死一等を減じられ、佐渡へ流される（佐渡への流
人の初見）。［続日本紀］
724 神亀元 3月、配流の程を定め、佐渡は遠流の地とする。［続日本紀］
737 天平9 3.3 疫病終息祈念のため、国ごとに釈迦仏像・挾侍菩薩を造らせ、大般若経を写させる。
［続日本紀］
740 天平12 6.19 国ごとに法華経を写させ、七重塔を建てさせる。［続日本紀］
741 天平13 2.14 勅願により、諸国に国分寺、国分尼寺を建てさせる。［続日本紀］
8.15 6月から8月にかけて霖雨のため、佐渡の租調庸が免除される［続日本紀］
743 天平15 2.2 佐渡国を越後の国へ合併する。［続日本紀］
752 天平勝宝4 9.24 渤海使、佐渡へ来着する。［続日本紀］
11.3 佐渡国に守一人、目一人を再び置く。［続日本紀］
756 天平勝宝8 越後等26国に下灌頂幡などを領布する。［続日本紀］←この中に佐渡は含まれない。
758 天平宝字2 9.28佐渡など6カ国に飛駅鈴が頒布される。［続日本紀］
759 天平宝字3 1.2 外従五位下生江臣智麻呂、佐渡守となる（佐渡国司の初見）。［続日本紀　二十二］
764 天平宝字8 8.22 佐土国々分寺に金光明最勝王経、法華経を施納する。（佐渡国分寺の初見）［正倉院文
書］
768 神護景雲2 3.1 越後の国が支弁する佐渡国造国分寺料を中止し、佐渡の田祖をさいてその用度に充てる
ことを請願する。［続日本紀］
770 宝亀元 以後、造寺奨励の記事がみえなくなる。
785 延暦4 11.8 能登守従五位下三国真人広見、誣告に座して佐渡へ流される。［続日本紀］
792 延暦11 6.7 辺要である陸奥・出羽・佐渡と大宰府以外の軍団が廃止される。［類聚三代格］
802 延暦21 1.13 越後国から米10,600石、佐渡国から塩120石を出羽国雄勝城へ送り鎮兵の糧とする。
［日本紀略］
809 大同4 2.24 佐渡、隠岐両国に掾一人を置く。［日本後紀］
820 弘仁11 4 佐渡国、正税四万束、公廨八万束、国分寺料一万束。［弘仁式　主悦］
830 天長7 11.15 佐渡、志摩など11国に国博士及び医師を置く。［類聚三代格　］
834 承和元 11.5 佐渡国3郡の人々が、国守嗣根の非法を太政官に訴える。［政事要略］
11.23 佐渡国に郡司の他に正員外の権員を置くことが許可される。［続日本後紀］
835 承和2 8.1 前年の風雨の害による飢饉と伝染病の良好のため佐渡国に多数の死者が発生し、賑給を
行う。［続日本後紀］
844 承和11 11.15 佐渡国解により国分二寺僧尼の度縁戒牒を国庫に納めさせる。（佐渡国分尼寺の初見）
［類聚三代格三　国分寺事］
865 貞観5 6.17 越中、越後等で大地震が起きる。
869 貞観11 陸奥国地大震動。…城倉庫。門櫓墻壁。落顛覆。［日本三代実録］
870 貞観12 潤清。長焉。眞平等。才長於造。預陸奥国修理府造事。［日本三代実録］
871 貞観13 5.10 「佐渡国の兵庫震動す」との報告が出される。［日本三代実録］
877 元慶元 12.21 佐渡国と能登国に始めて検非違使を置く。［日本三代実録］
878 元慶2 9.2 佐渡国に国掌2人を置く。［日本三代実録］
879 元慶3 12.15 佐渡国雑太団の権校尉を殺害した浪人高階真人利風を遠流とする。［日本三大実録］
880 元慶4 8.7 佐渡国に弩師一人を置く。［日本三代実録］
927 延長5 佐渡国正税三万八千束、公廨八万束、国分寺料一万束、同時新造薬師仏燈分料五百束、文殊
会料一千束、修理池溝料一万束、救急料三万束、俘因料二千束。陸奥・出羽・佐渡・隠岐・
壱岐・対馬を辺要と規定。［延喜式］
勝宝4（752）年11月、再び佐渡国守1人、目1人が置かれる1）。国司の初見は、天平宝字3（759）年の
生江臣智麻呂である。生江氏は越前の豪族で東大寺領の開発を行っていることから、これ以降、国仲平野
の条里整備や国府の移転が行われたとする指摘もある［今井・田中1968］。
2）駅
延喜式によれば、佐渡国には松崎、三川、雑太の3駅が記されている。越後との接点となる松ヶ崎駅は、
現在の松ヶ崎神社付近に比定されている。雑太駅は高野遺跡、あるいは仲畑遺跡が推定されている。中間
の三川駅推定地には、旧赤泊村腰細、川茂、三川等があるものの、いずれとも決めがたい。
3）式　内　社
延喜式によれば、佐渡国9座が記されている。内訳は雑太郡5座（引田部神社、物部神社、御食神社、飯持
神社、越敷神社）、羽茂郡2座（渡津神社、大目神社）、加茂郡2座（大幡神社、阿津久志比古神社）で、いずれ
も小社である。
B 周辺の遺跡
古墳及び古代の主要な遺跡分布を第1図・第2図・第2表に示した。以下、古墳、生産遺跡、官衙関連
遺跡、寺院等について述べる。
1）古　　　墳
30地点余で確認され、主に真野湾沿岸と両津湾沿岸に分布する。いずれも横穴式の石室を有する10m
前後の小型の円墳である。真野湾北岸の二見半島にある台ヶ鼻古墳（42）は6世紀前半の築造と考えられ、
天井部持ち送り構造となる両袖式の石室を持つことから北部九州や若狭、能登との関連が指摘されている
［小黒1997］。一方、6世紀後半の築造と考えられる両津湾沿岸の住吉1（43）・2号墳（44）は、砂丘上
に立地し箱形石棺状の石室を持つなど真野湾側の古墳とは様相が異なるため、両者は技術的系譜を異にし
ていたと考えられている［甘粕1986］。また、宮内庁書陵部所蔵品の中に相川鹿伏山出土と伝えられる
車輪石、石製剣、銅鏃があり［小黒2000］、二見半島大浦ではTK10型式の杯蓋が採集されている［佐
藤1990］。そのため、二見半島に前期古墳が存在した可能性も指摘される。［甘粕1986］。他に国仲平野
中央で数基確認されているが、詳細は不明である。
2）製 塩 遺 跡
調査例が少なく実態を明らかにし得ないが、製塩土器の分布から海岸沿いに約80箇所余が確認されて
いる。分布は西海岸に集中し、中でも二見半島周辺に多い。採集された土器は細片が多く、器形全体を知
り得るものは無いが、四日町高野遺跡（10）では小嶋芳孝の分類［小嶋ほか1989］でⅡ式2類に比定され
るものが出土し、背の沢古墳（45）では底径14～15cm程と想定される平底土器が出土［本間1966］
2 歴史的環境
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1） このことは、同年9月に渤海使が佐渡嶋へ来着したことが原因と考えられる［田中ほか1964］。
凡　　　　例 
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第1図　周辺の遺跡1
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第2表　周辺の遺跡一覧表
第2図　周辺の遺跡2
No 遺跡名 時代
1 佐渡国分寺跡 奈良
2 国分寺北 奈良
3 薬師堂 平安
4 経ヶ峯窯跡 奈良
5 大木戸窯跡 奈良
6 佐渡国衙跡 奈良
7 若宮 弥生・古墳・奈良・平安
8 大願寺 奈良・平安
9 四日町上 平安・鎌倉
10 四日町　野 平安
11 四日町 平安
12 吉岡遺跡群 縄文・平安・中世
13 吉岡 奈良・平安
14 惣社裏 縄文・平安
15 仲畑 奈良・平安
16 吉岡馬場 奈良・平安
17 国分寺遺跡群 古代・中世
18 竹田野田 平安
19 やせが平 平安
20 町 平安
21 下国府 奈良・平安
22 中沢田 平安
23 四日町新田 奈良
24 川端 平安
25 長石浜 平安
26 高立 平安
27 庚門塚 平安
28 新町 平安
No 遺跡名 時代
29 阿入道 平安
30 浜中③ 平安
31 中屋敷 平安
32 浜中① 平安
33 浜中② 平安
34 真野林 平安
35 豊田浜田 縄文・古墳・奈良・平安
36 石仏 奈良・平安
37 諏訪平 平安
38 大井戸 奈良・平安
39 豊田岩野 平安
40 竹田沖条里 奈良
41 檀風城 室町
42 台ヶ鼻古墳 古墳
43 住吉古墳（1号） 古墳
44 住吉古墳（2号） 古墳
45 背の沢古墳 古墳
46 送り崎 奈良・平安
47 安養寺穴釜 中世？
48 鍛冶沢穴釜 中世？
49 野坂穴釜 中世？
50 かなくそ 平安
51 苗代の腰窯跡 平安
52 石地河内窯跡 平安
53 北松ヶ崎蟹穴窯跡 平安
54 馬場 古墳・奈良・平安
55 小泊窯跡群 平安
している。送り崎遺跡（46）は昭和39年に調査が行われ、円形の炉状遺構や平底製塩土器が出土した
［金沢1966］。後に坂井秀弥により再検討され、（1）製塩土器の年代は、小泊産の須恵器甕と四日町上遺
跡（9）より相対的に古いと考えられる畿内系土師器の出土から9世紀後半から10世紀前半と考えられる
こと、（2）炉状遺構は、古代の遺物包含層を切り込んでいることや珠洲焼の出土から中世の製塩炉の可
能性が高いこと、が指摘されている［坂井1990］。
3）製 鉄 遺 跡
調査が行われた安養寺（47）、鍛冶沢（48）、野坂穴釜（49）では、斜面に横穴を掘った全長約3.5m前
後、幅約1.2m前後の窖窯状遺構が検出された。報告［田中ほか1969］では精錬遺構とされているが、そ
の構造から中世の地下式木炭窯と考えられている［大沢1981・渡邊1999］。精錬炉自体は未検出だが至
近に存在する可能性が高い。金くそ遺跡（50）は精錬滓の出土から製鉄遺跡と考えられるが未調査である
［坂井1989］。
4）窯 業 遺 跡
30地点余が確認されているが、大半は小泊窯跡群（55）に分布する。二見半島窯跡群は現在4地点で
確認され、苗代の腰窯跡（51）及び石地河内窯跡（52）で底部が丸底気味の無台杯が出土することから、
8世紀前半に操業を開始したと考えられる。大木戸窯跡（5）は佐渡国分寺の南西約3kmに位置し、採集
遺物から9世紀前半の操業と考えられる。胎土や製作技法は小泊窯跡群下口沢窯跡の製品に類似し、両者
を肉眼で識別することは困難である。北松ヶ崎蟹穴窯跡（53）は両津湾北岸に位置し、採集遺物から9世
紀第4四半期の操業と考えられる［坂井ほか1991］。
小佐渡丘陵南西端に位置する小泊窯跡群（55）は9世紀前半に操業を開始し、中葉以降、越後を中心と
する日本海沿岸域へ製品を供給する1）［坂井1988］。須恵器生産を主体とするが、多くの地点で瓦が出土
するため一定量の瓦生産が行われたと推測される。このことは経ヶ峰窯跡（4）と共に第Ⅵ章で述べる。
他に薬師堂遺跡（3）や諏訪神社周辺の斜面で瓦が採集されることから、未発見の瓦窯が存在する可能性
も否定できない［本間1988］。
5）官　　　衙
倭妙類聚抄には「国府は雑太郡にあり」と記されているが、幾つかの推定地がある。国府川下流の砂丘
上にある若宮遺跡（7）は、数次に渡る調査により土塁状遺構や墨書土器、渡来銭等が出土した。これに
より方5町の国府域が想定されている［今井・田中1968・足利1971］。一方、中世城館として知られる
檀風城跡（41）は昭和40～41年に調査が行われ、掘立柱建物等と共に古代の土器、瓦が出土した［山本
1966］。また、周辺に「新川（にいこう）」と呼ばれる小字があることから、田中圭一、山本仁はこれを
「新国府」と解釈して若宮周辺から国府が移転したとし、その時期を生江臣智麻呂が佐渡国司に任ぜられ
た天平宝字3（759）年頃と推定した。このことに対しては、地名を拠り所とすることに対する批判もあ
る［足利1971・本間1988］。
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1） 越後の大半の集落遺跡、山形県鶴岡市山田遺跡、富山市任海遺跡、長野県飯山市トトの池南遺跡等で出土が確認され、青
森県弘前市境関館遺跡、石川県松任市三浦遺跡出土品も小泊産の可能性が高い。
小佐渡丘陵から国仲平野へ派生する台地先端にある下国府遺跡（21）は昭和50年に調査が行われ、館
舎跡とも考えられる2重の濠に囲まれた2棟の掘立柱建物が検出された。調査を担当した本間嘉晴は、周
辺に方6町の国府域を想定し、若宮遺跡（7）が郡衙であってこそ近くに軍団があったことが理解される
とする［本間ほか1977］1）。
また、吉岡台地上にある仲畑遺跡（15）は平成8年に調査が行われ、鍛冶炉と考えられる30基余の遺
構と共に、かえりのある杯蓋、瓦、「一館」銘のある墨書土器、陶硯、瓦等、官衙的色彩の強い遺物が出
土した。そのため吉岡台地上にも何らかの公的施設が存在した可能性も想定される［山本1995］。
6）国 分 尼 寺
薬師堂遺跡（3）は国分寺と総社の中間にあり、過去に軒瓦や須恵器が出土し、堂内に一個の礎石があ
る。そのため『国分寺の研究』［今井1938］では、尼寺跡に推定されたが、『真野町史』では礎石に問題
があるとして、諏訪神社周辺を推定している。他に「寺」の墨書土器が出土した若宮遺跡（7）や、瓦が
出土する仲畑遺跡（15）等が推定地として挙げられているが、特定するには至っていない。
7）そ　の　他
石花川河口近くの砂丘上にある馬場遺跡（54）は昭和57年に調査が行われ、可搬式竈、青銅製帯金具、
馬骨等、祭祀関連と考えられる遺物が出土した。このことから、渤海使節受け入れの施設があったと考え
られている［本間ほか1983］。
2 歴史的環境
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1） 若宮遺跡に隣接する高野遺跡では、「軍」「団」と記された墨書土器が出土した。
第Ⅲ章　調査の概要
1 グリッドの設定
グリッドの設定にあたっては、10mの方眼を組んで、これを大グリッドとした。大グリッドの呼称は、
東南を基点として東西方向をアラビア数字、南北方向をアルファベット（大文字）とし、この組み合わせ
により表示した。大グリッドはさらに2m方眼に区分し、1から25の小グリッドを設定し、［K19-20］
等と呼称した。調査区に設定した2点の座標は以下のとおりである。
（E19 X座標：218228.563 Y座標：-11742.546）
（R19 X座標：218298.563 Y座標：-11742.546）
2 調査の方法
トレンチの設定 北側は、昨年度の調査で配石遺構が検出された1トレンチ東側に4箇所の試掘坑を設
定した。東側は、多量の瓦が出土した追加3トレンチ周辺に東西方向のトレンチを5箇所設定した。
表土剥ぎ 過去の調査では、地表下約10cmで遺物包含層が検出されている。また、表土中にも相当
量の瓦が含まれているため、表土掘削は原則として人力に拠った。但し、5・6トレンチでは、耕地造成
時のものと考えられる盛土が約70cm程堆積していたため、これらの除去に重機を使用した。
遺構検出・発掘 区画施設及び関連建物の検出を目的とした調査のため、検出した遺構は完掘せず平面
形を確認した後半裁した。なお、一部の遺構については平面形の確認に留めたものもある。
記録作成 遺構実測図は、平面図・断面図共に1/10で作成した。平面図の作成は簡易遣り方による。
また、必要に応じてドットマップを作成した。写真撮影は35mm版カメラを2台用い、カラーネガフィ
ルム、カラーポジフィルムを使用した。メモ用写真の一部は、デジタルカメラで撮影した
遺物取り上げ 表土及び包含層出土遺物は小グリッド単位・遺構出土遺物は遺構単位・小グリッド単位
で取り上げることを原則としたが、必要に応じてドット上げを行った箇所もある。
埋め戻し 遺構検出面を識別するため、15cm厚程度の砂を入れた後、表土で埋め戻した。
3 基 本 層 序
遺跡は東に向かって僅かに標高が高くなる。金堂の北側は約1m程度標高が低くなるが、これは耕作等
によるものと考えられる。基本層序は、Ⅴ層に区分し、各層の色調、土質等と共に第4図に示した。Ⅲ層
は古代～近世の遺物包含層、Ⅳ層は古代の遺物包含層である。Ⅴ層は遺構検出面であるが、断ち割りトレ
ンチの中から古代の遺物が出土するため、古代の遺構面は更に下に存在する可能性もあろう。
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3 基 本 層 序
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第4図　基本層序
第00図　グリッド設定図 
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第Ⅳ章　遺　　　構
1 概　　　要
17年度の調査では、建物1棟、土坑18基、溝1条、配石遺構1箇所が検出された。また、昨年検出さ
れた遺構（SX02・SX03・SX04）については、トレンチを設定し遺構の範囲等を確認した。各遺構の年
代は、出土遺物から上限は古代、下限は現代と考えられるが、遺構出土遺物に乏しいため時期の特定は困
難である。但し、遺構検出面が浅いものが多く、遺構断ち割りトレンチから古代の遺物が出土する場合が
あった（7T－SD1）ことから、比較的新しい遺構が多いと考えられる。北域は耕作等により旧地形が改変
されており、遺構の一部は削平された可能性がある。
2 記述の方法
主に平成17年度に検出された遺構について記述するが、必要に応じて過去の調査成果についても触れ
る。個々の遺構については観察表を作成し、記述は主要な遺構のみとする。遺構の呼称は遺構種別の略号
と番号を組み合わせて表記した。遺構種別は建物を「SB」、溝を「SD」、土坑を「SK」、その他を「SX」
とした。遺構番号は、調査時の番号を用いた。そのため、各トレンチ毎に種別ごとに番号がある。なお、
掘立柱建物のみ整理時に新たに番号を付した。
3 北域の遺構
SB1 L19に位置する。金堂北端の礎石列より北へ25.5m（約86尺）の地点に、3基の土坑（SK07・
SK08・SK09）が南北に並ぶ。各土坑はいずれも直径約1m前後、中心間の距離約3.5m前後（約12尺）
を測る。半裁したSK07では5～15cm程度の石や瓦片が多く含まれ、これを根石とすれば、礎石抜き取
り痕とも考えられ、柱穴列が伽藍中軸方向とほぼ同じ方向に並ぶことから、古代の建物跡の可能性がある。
但し、部分的な調査のため、全体の規模等は不明である。なお、SK07とSK01の距離も同じく約3.5m
を測るが、未掘部分が多いため、これが建物であるかどうかは判断出来ない。但し、SB1と軸方向が異
なるため、建物であるにせよ別のものと考えられる。
SX02 L19、M19に位置する。平成16年度の調査で検出された遺構で、20～50cm程度の石が南北
方向へ約10m程にわたって並ぶ。調査時には金堂北側に存在した建物基壇の可能性を想定していた［若
林2005・堅木2006］。しかし、1）遺構検出面が地表面から非常に浅いこと、2）石は包含層中にある
こと、3）明治20年代の更正図では、金堂北側は宅地、畑、水田となっていること、等から近世以降の
ものである可能性が高いと考える。
SX03 N19～O19区に位置する。昨年度の調査で検出された遺構で、拳～人頭大の石が南北約5.5m
に渡り並び、両端は東へ直角に折れ曲がり調査区外へ続く。今年度の調査では北端の東側にトレンチを設
定したが、配石の延長は確認されなかった。南側は未掘のため延長は不明である。検出部分では、やや大
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きめで扁平な石が約90cm間隔で配置されることから、何らかの建物跡と想定されるが、遺構検出面が
浅いことから近世以降のものと考える。
SX04 Q19に位置する。人頭大の石が方形に配され、南北約2.8m、東西約4.2mを測る。南側の西
半分は2列になり、南西隅に直径約1m、深さ約0.5mの土坑がある。遺構検出面が浅いことから、新し
い時期の遺構と考える。農家の外便所の可能性もあろう。
4 東域の遺構
SD01 M6～K6にかけて検出された南北方向の溝で、長さ約26m、幅約0.5m、深さ約0.5mを測る。
調査時には伽藍を区画する溝の可能性も想定していた。しかし、1）境界溝としては幅、深さ共に小さい
こと、2）断ち割りトレンチ中から古代の遺物が出土すること、等から新しい時期の遺構である可能性が
高いと考える。
4 東域の遺構
14
第Ⅴ章　遺　　　物
1 概　　　要
3ヶ年の調査により、寺域の東及び北側から平箱で約850箱余の
遺物が出土した。過去の調査分を含めた各年次別の出土量を第3表
に示した。
出土遺物の多くは古代の瓦で、軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、若
干の道具瓦がある1）。土器は須恵器、土師器があるが、出土量は少
ない。本遺跡の特徴を示すものとして仏具と考えられる器種が出土
している。他に中世～近世と思われる土器及び陶磁器類があるが、
一部を除き記述を省略した。
2 記述の方法
掲載遺物 遺構ごとではなく種別に示した。瓦については過去の出土資料も参考にし、軒瓦は最も残り
の良いものに代表させ、その他の瓦については、法量、叩き等製作技法の違いを示す資料を提示した。土
器については17年度の調査で出土したものの中から、残りの良いものを器種別に示した。
型式番号 軒瓦は0～199を軒丸瓦、201～を軒平瓦とした。文様の違いにより分類2）し、范の異な
るものを大文字アルファベットにより細分した。范の彫り直しは小文字アルファベットで示すこととした
が、今回検討した資料には認められなかった。
接続 軒丸瓦・軒平瓦の瓦当と、丸瓦・平瓦とを接合する方法について、以下のとおり分類した。但し、
軒平瓦については分類できない個体が一定量ある。
軒丸瓦　Ⅰ　瓦当裏面上部に溝をつけ、丸瓦をさしこんで接合するもの
Ⅱ　瓦当裏面のやや低い位置に丸瓦を接合するもの
Ⅲ　瓦当裏面上部に丸瓦端面をあてて接合するもの
Ⅳ　瓦当外側に丸瓦をあてて接合するもの
軒平瓦　Ⅰ　平瓦広端部に粘土を貼りつけ瓦当を作るもの
Ⅱ　平瓦を2枚重ねたものの広端部に粘土を貼りつけ、范を打ち込むもの
Ⅲ　粘土の貼り付けを行わず、平瓦広端部に范を打ち込むもの　　　　　　　
布目 3cm×3cmあたりの布目の数を計測した。目の粗いⅠ・Ⅱと、細かいⅢ・Ⅳに分けられる。
叩き具 縄、格子、平行の3種に分けた。縄は3cmあたり6条前後を測る粗いものと、9条前後を測
る細かいものの2種がある。格子は、3cmあたり7×7前後を測るもの細かいものと、4×5前後を測る
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1） 瓦の呼称は研究者によって異なり統一されていない［坂詰1987・1990、上原1997］が、本報告では上記の名称を用
いる。これは、抄録データ入力時の混乱を避けるためである。
2） 山本肇による分類［山本1987］を基に新たに番号を加えたが、一部変更したものもある。
第3表　年次別出土量
年度 箱数 調査原因・出土地点
S48～ 244 史跡整備史跡内
H6～8 110 県道拡幅史跡南（A区）・塔東（B区）
H11～14 130 県道拡幅史跡南・南大門
H15 64 範囲内要確認史跡内（塔南）・塔東
H16 593 範囲内要確認金堂北・塔東
H17 137 範囲内要確認金堂北・東東
－ 60 基準資料等
1,338
2 記述の方法
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第9図　凸面の叩き方
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
第5図　軒丸瓦の接続
第6図　軒平瓦の接続
第7図　凹面の布目（1：2）
第8図　凸面の叩き（1：2）
Ⅰ Ⅱ Ⅲ 
Ⅰ（15本以内） Ⅱ（20本以内） Ⅲ（25本以内） Ⅳ（30本前後） 
縄　粗 
格子　粗 格子　細 
縄　細 平行 
円弧 縦 横Ⅰ 横Ⅱ 
粗いものがある。平行は1種のみで、3cmあたりを5～6本前後を測る。格子及び平行は、経ヶ峰窯跡
出土品には見られないことから、これらのものは小泊窯跡群の製品と考えられる。
叩き方 円弧状、縦位、横位の3種に分けられる。円弧状に叩くものが最も多い。全面を円弧状に叩く
もの（81）と、叩き直しを行うもの（79）がある。縦位に叩くものは、軒平瓦（201、202B、213E、216、
220）に一定の割合で見られる。80は体勢を変えながら数度に分けて縦位に叩く。横位に叩くものは少な
いが、152等がある。85は平瓦全長より長い板に縄を巻きつけ、側面に対して平行に叩く。叩き方が浅
いものや離れ砂がかけられているもの、ナデ、ケズリ等により、叩き具や叩き方が認識出来ないものが一
定量ある。
離材 瓦当范や叩き板の離れを良くするために、粘土との間に離材を用いる場合がある。布は瓦当部に
用いられる場合が多い。砂には細かいもの1）と、1m程度の小石を含む粗いものの2種がある。粗いもの
の中には格子叩きを施すものがあり、これらは小泊産と考えられる。
胎土 瓦、土器共に4種に分けた。Ⅰ類（直径1mm程の白い小石を多量に含む非常に粗い胎土）、Ⅱ類（1と
比べて精良な胎土。白色粒子を少量含むものもある）、Ⅲ類（断面が板状を呈する胎土）、Ⅳ類（胎土に白色粒子を含
まないもの）である。Ⅰ類は経ヶ峰窯跡、Ⅲ類は小泊窯跡群の製品、Ⅳ類は土師器で特徴的に見られる。
Ⅱ類は、さらに細分出来る可能性があるが、なし得なかった。
焼成 瓦、土器共に5種に分けた。堅緻（還元以上の強い焼きのもの）、還元硬質（還元状態を保ち灰色～青
灰色のもの）、還元軟質（白色）、酸化硬質（暗赤褐色）、酸化軟質（黄白色～橙色）とした。
3 屋　　　瓦
A 軒　丸　瓦
24型式35種を得た。出土個体数は別表に示した。
1型式　単弁6葉で「｜」状の間弁を配する。中房は極小化し、周縁と内区に段を持つ。
2型式 単弁7葉で明確な中房を持たない点が1型式とは異なる。弁端は段を持たず周縁へ接続する。
3型式 単弁8葉で間弁を持たない。出土量は最も多く、全体の約1/4以上を占める。范傷の違いから
少なくとも2種の范が確認できる。3Aは、中房が小さく（約11mm）蓮弁の根元に大小2箇所の范傷があ
る。3Bは、やや中房が大きく（約14mm）蓮弁根元に1箇所、蓮弁先端に2箇所の范傷がある。また、山
本による分類［山本1987］では、同系統のもので明確な中房を持たない6型式が設定されていたが、こ
れらは粘土の詰め方が不十分な結果生じたものと判断し、3型式に含めた。
4型式 単弁8葉で中房径25mm前後を測る。3型式についで出土量が多い。中房に1＋4の連子を配
する4Aと、中房がやや崩れ、蓮弁先端の1箇所が周縁に接続する4Bの2種に分けられる。Bの胎土は
粗いものが多い。
5A型式 単弁7葉で明確な中房を持たない。文様の掘り込みは浅く、瓦当部分に布目痕が残る。経ヶ
峰窯跡から同系統で6葉のもの（5B）が出土している。
7型式 単弁6葉で中房径は20mm前後を測る。瓦当面が押しつぶされているものがあり、胎土Ⅱ、
軟質焼成のものが多い。
第Ⅴ章　遺　　　物
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1） キラコ（粘土を乾燥させて粉にしたもの）の可能性もあろう。
8型式　単弁6葉で4型式を陰陽逆に表現したように見えるが、弁数が異なり、中房内に連子は無い。
9型式 単弁8葉で中房は蓮弁とつながらず独立し、文様は突出する。瓦当面に離れ砂が見られる。
10型式 単弁8葉で蓮弁先端が角ばる。各弁の間に細い割付線が確認できる。消えている部分もある
が瓦当を8分割しており、割付線の間に蓮弁を彫ったことがわかる。
11型式 単弁8葉で中房は省略される。范傷が顕著で蓮弁自体が崩れかかっている。范木の材質や工
人の技量に起因する［梶原2005］とも考えられるが、出土量の多い3、4型式では范傷の進行が殆ど確
認出来ない。范によって使われ方が異なっていた可能性もあろう。
12型式 単弁8葉で花弁は崩れかかっており中房との境は曖昧である。
13型式 単弁6葉で従来、柳葉文とされていたものである。13Aは、蓮弁中央に沈線が入る。13Bは、
瓦当径が小さく、瓦当の外側に丸瓦を接合する。
14型式 単弁6葉で13型式と類似するが、蓮弁が陰陽逆に表現される。やや大きい14Aと、瓦当の
外側に丸瓦を接合する14B、瓦当面に布目が残る14Cがある。
15型式 単弁6葉で従来、剣頭文とされていたものである。周縁を持つ15Aと、持たない15Bがある。
16型式 単弁6葉で15型式と類似するが、1箇所、菱形の間弁？がある。
17型式 単弁6葉で15型式と類似するが、中房を持たない。周縁を持つ17Aと、持たない17Bがあ
る。
18型式 単弁5葉で蓮弁は崩れており、中房を持たない。
20型式 8葉と考えられる。10型式と陰陽逆の可能性があるが、小片1点のみのため明らかにし得な
い。
22型式 不規則な割付の4葉で、丸瓦取り付け角度が他のものと異なっている。鳥衾の可能性があろ
う。
23型式 弁数は不明。複弁とも考えられるが、小片のため全体の文様構成は不明である。瑠璃堂北側
から1点のみ出土している。
24型式 小片のため判断しかねるが、無紋の可能性がある。無紋の軒丸瓦は、神の前窯跡や安芸国分
寺跡等に類例が見られる。
B 軒　平　瓦
24型式40種を得た。出土個体数は別表に示した。
201型式 均整唐草文。心臓型の中心飾りを持つ。瓦当及び凸面に細かい離れ砂が見られる。文様が
シャープな30と、やや甘い29がある。
202型式 円形の中心飾りを持つ均整唐草文。内区文様の違いにより3種に分けられる。
203型式 偏行唐草文。瓦当面に布目が残る。凸面は縄目の叩き具で中心に向かって左右から叩き占
めている。同様の叩きを持つ瓦が経ヶ峰窯跡で出土することから、経ヶ峰産の可能性が高い。
204型式 偏行唐草文。凸面に格子叩きを施し、目の粗い離れ砂が見られる。小泊産の可能性が高い。
205型式 偏行唐草文。凸面に細かい離れ砂が見られる。
206型式 木の葉状の偏行唐草文。瓦当面に布目が残る。類似するものが原田瓦窯跡（福島県郡山市）
で出土している。
207型式 偏行唐草文が退化したものと考えられる。
3 屋　　　瓦
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208型式 幾何学的な文様だが、均整唐草文を簡略化したものと考えられる。破片のため、断定でき
ないが佐渡博物館にある239と同系統と判断した。
209型式 鋸歯文に似るが、簡略化された偏行唐草文で、A～Cの順に簡略化が進行したものと考える。
製作技法からA～Cに大きな時期差は無いものと考える。
210型式 209型式を簡略化し内区文様が菱形になったもの。A・Bの2種に分けた。
212型式 208型式を簡略化したものと考えられる。5種に分けた。Aが縄叩き、B～Dが格子叩き、
Eがナデ調整が施される。均整唐草文に見えるものが多いが、佐渡博物館所蔵の212C完形品では異なっ
ている。212Bは、フスベ窯跡、212Cは栗の木沢窯跡出土品と同范である。
213型式 波状の文様を持つ。5種に分けた。Aが円弧状の縄叩き、Bが平行叩き、C・Dが格子叩き、
Eが縦位の縄叩きを施す。213Dは小型の瓦で、他の瓦と組合わせて葺いたとは考え難い。道具瓦、若し
くは回廊、築地等の特定の建物に葺かれた可能性があろう。
214型式 208と類似するが、より不規則な割付である。いずれも破片のため全体の文様構成は不明
である。円弧状の縄叩きを施すAと縦位の縄叩きを施すBの2種に分けられる。
215型式 210と類似するが、より簡略化したものと考えられる。内区文様の違いによりA・Bの2
種に分けたが、いずれも円弧状の縄叩きを施す。215A凸面には朱の痕跡が僅かに残る。
216型式 破片のため、全体の文様構成は不明である。縦位の縄叩きを施す。
217型式 破片のため全体の文様構成は不明だが、均整唐草文の可能性がある。
218型式 幾何学的な割付で均整唐草文を志向した可能性があろう。平瓦部は薄く、凸面はタテケズ
リ調整される。
219型式 瓦当部の遺存状況が悪く文様構成は不明だが、均整唐草文を志向した可能性がある。
220型式 単純化された均整唐草文と考えられる。凸面に縦位の縄叩きを施す。『古瓦図鑑』に掲載さ
れている栗の木沢窯跡出土品と同文である。
221型式 小片のため全体の文様構成は不明だが、波状文であろう。
222型式 212型式と類似するが、瓦当面に木目痕が見られずノミの痕跡がある。瓦当文様を手彫り
で製作した可能性が高いと考える。
C 丸　　　瓦
法量 全長35cm以上を測るものと、全長30cm前後の2種がある。
成形 多くは行基式丸瓦であるが、6点（北側2点、東側4点）のみ玉縁式丸瓦が出土している。北側出
土の75、76は玉縁長が短く凸面に縦位のケズリを施し凹面の布目は細かい。東側出土の77・78は、玉
縁長が長く凸面に横位のナデを施し凹面の布目は粗い。74は国分寺所蔵の完形品で、北側出土品に類似
する。全長31cmとやや小さく、側面の一部に布目が残る。一点のみだが一本作りの可能性があろう。
調整 凸面の成形痕はナデ消されて観察出来ないものが多い。67・69では縄目痕、70には格子及び
平行叩きが施される。71の凸面には「凹」の刻印がある。
D 平　　　瓦
法量 全長33～34cm前後のものと、37cm前後の2種がある。
成形 多くの個体で凹面に切り離し痕跡が見られることから、粘土板を用いたことがわかる。側面及び
第Ⅴ章　遺　　　物
19
端面のうち三面に布目が残る個体が多いため、梶原義実が指摘［梶原2005］するとおり、三方に立ち上
がりを持つ凸型成形台を用いた一枚作りが主体であったと考えられる。観察した個体では、桶巻作りを示
す痕跡1）は観察できなかった。83は厚みがあることや、側面端部の角度から桶巻作りの可能性を考えた
が、凹面に成形台から取り外すときのものと考えられる指の痕があるため一枚作りの可能性が高い。
調整 81、89は凸面全体に円弧状の縄叩きを施す。80は縦位の縄叩きを数度に分けて施す。格子叩
きのものは叩き方が浅く観察出来ないものが多いが、86は円弧状、87は不規則に叩く。85は当初平瓦
と考えたが、凹凸面の調整は72と同様で端面の角度も他の瓦と異なるため、道具瓦の可能性があろう。
E 道　具　瓦
明らかに道具瓦と認識し得るものは少ないが、92は平瓦を半裁した熨斗瓦の可能性があろう。90は凹
面端部に段を持っており、他の平瓦と異なる成形台を用いた可能性がある。薄く扁平な93は、平瓦とし
て用いられたとは考えにくく、特定の場所に葺かれたと思われる。
4 土　　　器
瓦と比較して出土量が少なく、表土や包含層出土のものが多いため一括性に欠ける。また、小片が多く
器種組成や全体の器形を知り得る資料に乏しい。
杯蓋 摘みは疑宝珠状を呈する95、僅かに中央が窪む94・97、ボタン状の98がある。口径を復原し
得る個体が殆ど無いが、13cm前後とやや小さく山笠状の96と、扁平な99がある。
有台杯 法量は口径15cm前後の100と、やや小型の101の2種がある。高台はいずれも外端接地だ
が、細くシャープな102・103と、やや扁平な105がある。
無台杯 法量は1種のみ確認できる。器形は箱型の106と、器壁が薄く体部が開く107・108がある。
底部は箆切で、底部箆ケズリ再調整するものが一定量ある。
有台椀 高台径8cm前後を測り高い高台を持つ112・113と、高台径6cm前後を測る114の2種が
ある。
皿 いずれも口径13cm前後を測る。口縁端部が外反する115と真っ直ぐに伸びる116がある。117
は有台皿の底部で高台径約6cmを測り、外端接地する。
土師器 118は有台杯の可能性があるが、119・120と同様の胎土のため土師器とした。119は高い
高台を持ち120の高台は細く僅かに内傾するが、いずれも有台椀であろう。
仏具 121は椀と考えられ、体部外面に突帯が巡る。122・123は多口瓶で、2個体を合成して図化
した。小片のため中央口頸部以外に何口開くか不明だが、恐らく4口になると思われる。いずれも良く焼
き締まっており外面に自然釉がかかる。金属器を模倣したものと考えられる。
瓶類 底部のみの出土でいずれも有台である。断定出来ないが、長頸瓶の可能性が高いと考える。
甕 127は口縁部で端部を上及び横方向へつまむ。他は体部破片で叩き原体の異なるものを図示した。
外面の叩き具には格子と平行の2種があり、内面当て具は平行、同心円、放射状の3種がある。
その他 無台皿、有台皿、小皿がある。具体的な年代を提示し得ないが、14世紀以降と考えられる。
3 屋　　　瓦
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1） 側面の分割破面、凹面の模骨痕、布の綴じ合せ痕、粘土板の合わせ目等がある。
第Ⅵ章　関 連 遺 跡
1 経ヶ峰窯跡
A 概　　　要
佐渡市国分寺字東片98他にあり、窯体は現国分寺東側に広がる谷の西側斜面に位置する。昭和初年頃、
開田の際に発見され、平成8年、真野町教育委員会により窯体2基の調査が行われた。1号窯跡は遺存長
約5.5m、最大幅約1.8m、焼成部の傾斜約20度を測る。焼成部上半は削平されているが、床面から奥行
30cm前後、高さ5～10cm前後の段が7段検出され、窯体内部には砂の堆積が認められた。燃焼部は未
掘である。調査時の写真では、掘り込みが浅く地上式に近い窯体構造と推察される。
B 遺　　　物
地主の相田与兵衛氏によって採集された瓦28点が佐渡博物館に保管されている。融着した丸瓦がある
ことから窯出土資料と判断した。軒丸瓦は1・2・3B・4A・5A・9・15B・17A・18型式がある。
15型式（233）は小泊窯跡群で出土するものと同系統である。軒平瓦は、203・208・209A・209B・
210A・210B・212型式がある。212型式（240）はフスベ窯跡出土瓦と同系統の文様だが、文様が太
く凸面に円弧状の縄叩きが施される点が異なる。
平成8年の発掘調査では、平箱で約22箱の遺物が出土した。軒丸瓦は1・3・4・5B型式、軒平瓦は
202B・209A・210型式がある。丸瓦、平瓦は、主に窯体内で焼台に転用されていたものである。丸瓦
は薄く全長33cm前後のものが多い。平瓦には全長33cm前後のものがある。凸面叩きは全て縄叩きで、
円弧状のものが多いが、横位に叩くものや中央に向かって左右から叩き占めるものがあり、幾つかのパタ
ーンが混在する。出土遺物は全て瓦であることから、瓦専業窯と理解される。
2 小泊窯跡群
A 概　　　要
佐渡国分寺跡から南西に11km離れた小佐渡丘陵西端の海岸段丘上にあり、23地点で窯跡が確認され
ている。1地点に複数基存在するところもあり総数は100基を超えると考えられる［坂井1989］。他に
製品積出港（小泊港）や、集積地（岩の上遺跡）と推定される地点がある。昭和29年にカメ畑窯跡［本
間・椎名1958］、平成5～7年に範囲確認調査［戸根ほか1994・木村ほか1995、1996］、平成10～11
年にフスベ窯跡［川村2000］、平成13～16年にカメ畑窯跡の調査［川村2005、2006］が行われた。
窯体構造は、いずれも遺存長約7m前後、最大幅2m前後を測り、焼成部傾斜角は20度未満である。
製品は、越後を中心とする日本海沿岸の遺跡から出土し、古代末期における広域流通の実態を示すもの
として注目される。
出土量に占める瓦の比率は少なく、須恵器生産が主体であったと考えられる。しかし、多くの地点で瓦
出土が報告されているため、一定量の瓦生産を行っていたものと推測される。昭和初年頃、池の平、栗の
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木沢窯跡では瓦が多く散布したという報告［諸田1928b］があり、これらの地点は瓦主体の生産を行っ
ていた可能性があるが、開田により大幅に地形が改変されているため、詳細は不明である。
B 遺　　　物
軒瓦を中心に図示した1）。また、実年代の目安として各窯跡出土の須恵器食膳具を掲載した（図版34）。
栗の木沢窯跡（156～164） 軒丸瓦は、13型式（244）、15若しくは17型式（156）がある。軒平瓦
は202a型式（157・245）、212c（158）がある。平瓦凸面は離れ砂が顕著で叩きが識別できないものが
多いが、細かい格子叩き（163）、縄叩き（161）を施すものが確認できる。横位の叩きを施し扁平な160
は、道具瓦（熨斗瓦）の可能性もある。164は昭和56年に採集された丸瓦で、出土地点は不明である。
凸面に縦位の削りを施す。
カメ畑窯跡（165～174） 軒丸瓦は13B型式（165）が確認出来る。瓦当径13.4cm、中心厚1cmと
小型で薄く、丸瓦を瓦当外面に接合する。瓦当下半の側面には格子叩きと思われる痕跡が残る。軒平瓦は
217型式（166）が確認出来る。范の押し込みが変則的で、通常と逆に凹面に顎があるように見える。丸
瓦（167～169）は凸面に縦位のケズリが施される。平瓦凸面には目の粗い離れ砂が見られ、平行叩き
（171・173）及び目の粗い格子叩き（170）がある
フスベ窯跡（174～179） 4基の窯体が検出され、400箱以上の遺物が出土しているが、瓦の出土量
は20箱に満たず、軒丸瓦は出土していない。174は軒平瓦212B型式で縦位の縄叩きを施す。49と同范
である。丸瓦は出土点数が少ない上に小片が多く、1点のみ図示した。平瓦の叩きには、格子（176・
177・178）、縄（179）がある。
B 遺　　　物
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1） 多くは未整理であり、必ずしも実態を反映していない可能性があることを、おことわりする。
第10図　小泊窯跡群分布図
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第Ⅶ章　総　　　括
1 遺　　　構
A 建　　　物
3ヶ年の調査で検出された遺構の中で、古代の建物跡の可能性があるものにH17－1Tで検出された
SB1がある。金堂の北に位置することや、柱穴列が等間隔で並ぶことから講堂、僧坊等、国分寺に関連
する建物跡とも考えられる。但し、部分的な調査のため規模や構造は明らかにし得ない。また、周辺で検
出されたSX02～SX04については、第Ⅳ章で述べたように近世以降の所産と考えられる。なお、金堂か
ら約15m北西の地点に、50cm程の石が5個並んでいる1）。位置から考えて何らかの施設が存在した可
能性も考えられる。
B 区 画 施 設
多くの場合、伽藍地と付属院地の間には何らかの区画施設がある。区画施設には、築地、土塁、溝、掘
立柱塀、板塀、垣、柵列等があり［山中ほか2003］、遠江国分寺では土塁、能登国分寺では雨落ち溝を伴
う築地、武蔵国分寺では溝等が検出されている。佐渡国分寺跡では、これまで寺の東側を中心に20箇所
余りの試掘坑を設定したが、区画施設は検出し得なかった2）。耕作等により削平された可能性や、遺構面
まで掘り下げていない可能性もあるが、区画施設が柵列等の検出し難い構造であった可能性もあろう。今
後の調査に際しては、一定幅以上（6m程度）の試掘坑を設定することが、区画施設の把握に有効と考え
る。
2 寺　　　域
A 寺域の概念
国分寺の規模は一般的に2町四方とされてきた［石田1964］が、各地の調査例では必ずしも当てはま
らない場合がある3）。また、寺院の領域の捉え方についても、所謂伽藍のみならず寺に付属する施設も含
めて様々な見解がある［石田1966・坂詰1979・上原1986・須田1994・斎藤1996］。ここでは、便
宜的に伽藍地と付属院地を区画する施設をもって「寺域」と呼ぶ。これは、必ずしも近年の研究成果を反
映したものとは言い難いが、現状では区画された空間を把握することが必要と考えるからである。
B 四　　　至
過去の調査成果等をもとに想定される寺の四至について述べる。
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1） 山本肇氏の教示による。
2） 調査時には、SD01を区画溝と考えていたが、第Ⅳ章で述べたようにこれは新しいものと考える
3） 河内国分寺（東西2町南北2.5町）や不整形になる武蔵国分寺などがある［坪井1985］。また、陸奥国分寺など町単位で
割切れない寺域を持つものもある。
東 『国分寺の研究』［今井ほか1938］では、金堂中心から60間東に土塁状の高まりがあると述べて
いるが、現在この位置には薬師如来像を安置する収蔵庫があり、土塁を確認することは出来ない。一方、
遺物出土状況を見ると、伽藍中軸線から130m付近（H8－B区及びH17－7T.SD01）で軒瓦が集中して出
土する。また、H16－追加5TやB区の東にある墓地においても瓦の散布が認められる（別表）。このこと
から、付近に瓦葺構造物が存在した可能性も考えられる。但し、それらが建物であったのか、或いは塀等
の区画施設であったのかは判断し得ない。
もっとも、離れた位置（M19－25とI2－21）で出土した軒平瓦（51）が接合することや、B区の出
土状況（第11図）からは、これらの遺物は纏めて廃棄された可能性も否定できない。
西 金堂中心から30間西に土塁があるが、これは池造成時に掘り上げた土を盛り上げたものとされる
［今井ほか1938］。
一方、金堂中心から60間西の地点では、僅かに地形が落ち込むことや、「回廊西側松林中に遺瓦の比
較的多数埋蔵される」［今井ほか1938］ことから、この付近が西端である可能性も考えられる。
南 南大門の前を県道が走り、その南は谷となっている。そのため南大門周辺が南端である可能性が高
い考えられる。但し、南大門では確認された礎石が少なく、平成13年の調査では版築の跡は検出されて
いない。存否を含めた検討が必要と考える。
北 前述のとおり、耕作等による削平を受けているため遺構検出には困難が伴うと考えられる。但し、
南大門より北へ約150m付近で地形が落ち込むため、これより北に建物等の存在を想定し難い。
以上の事から、南北1～1.5町、東西2～3町前後の寺域が想定されよう。
また、史跡整備時の造成工事により、原地形は若干影響を受けている。参考として、整備前の地形図を
第12図に示した。これを見ると、回廊の東西、及び南大門周辺に地形の落ち込みがある。このことが何
を意味するのか現状では判断し得ないが、寺域が非常に小さく纏まっていた可能性も検討する価値がある
ように思われる。
無論、現状ではこれは推測に過ぎず、今後、範囲確認のための調査によって検証する必要がある。
2 寺　　　域
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第11図　B区遺物出土状況
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3 屋　　　瓦
A 出 土 傾 向
これまでの調査における軒瓦の出土数及び比率を別表に示した。また、一定量（20点以上）の軒瓦が出
土した南大門、金堂北、瑠璃堂北、瑠璃堂南の4地点における各型式の出土比率を第13図に示した。軒
丸瓦では3型式の出土が最も多く、全体の約25％を占める。特に東側（瑠璃堂北・瑠璃堂南）では約40％
と非常に高い値を示す。一方、金堂北側では3型式の比率はさほど高くない。
軒平瓦はやや傾向が掴み難いが、東側では210、213、215型式が多く201型式も一定量出土する。
金堂北側では212型式が最も多く、201型式は出土しない等の違いが見られる。
B 組み合わせと年代
Ⅰ期（創建期） 出土量の最も多い3型式、文様からこれに先行すると考えられる1・2型式、中房が
大きく整った文様を持つ4型式、1型式と同じ製作技法の5型式が創建期1）の瓦と考えられよう。
軒平瓦は、経ヶ峰窯跡出土品から209、210型式が創建期の軒丸瓦に伴うと考えられ、文様から209A
→209B→209C→210型式への変遷が想定される。また、比較的文様が整っている201、203型式も
創建期の瓦と考えられる。これらの瓦は経ヶ峰窯跡で生産されたものであるが、その年代は不明である。
但し、Ⅱ期の瓦と製作技法に大きな違いがないことから、時間差を多く見積もることは適当でないと考え
る。明確な根拠を提示し得ないが、概ね9世紀前半代と考えたい。
Ⅱ期 軒丸瓦は瓦当径が小さく薄くなる13・15、17型式等がある。蓮弁に崩れが見られ、6葉が多
い。他に系譜を追えないもの（22・24型式）もある。
軒平瓦は202、212、213、215型式等がある。格子及び平行叩きのものは小泊窯跡群、粗い縄叩きの
ものは、経ヶ峰窯跡の製品である。小泊窯跡群で出土する須恵器から、概ね9世紀後半～10世紀初頭の
ものと考えられる。
上記の組み合わせは、さらに細分出来ると考えられるが、現時点ではなし得なかった。
C 系　　　譜
佐渡国分寺跡の瓦については、「蓮華文を単純化したもの」［森ほか1990］、「畿内や北陸には類例がな
い」［春日2006］とされることが多く、朝鮮半島の瓦との類似性も指摘される［山本1987］。系譜につ
いては、上野国分寺、福島県郡山市清水台（虎丸長者屋敷）遺跡、城輪柵等に類似する瓦が見られるため、
東山道や東北南部との関連が想定される［春日2006］。一方、一本作りの軒丸瓦は戸津窯跡群で生産が
確認され、13B型式のように瓦当の外側に丸瓦を接合する軒丸瓦は、石川県国分廃寺で出土している。
越後、佐渡は須恵器生産においても畿内系と東海系という複数の技術系譜が混在することから、瓦生産に
あっても同様であった可能性があろう。朝鮮半島との関連については、中房の分割線や顎面施文、包み込
みによる軒平瓦が見られないことから、直接の技術伝播は想定し難い。朝鮮系と考えられる瓦（蓮弁に沈
線が入る13型式等）は、朝鮮半島から地方に伝えられたものが、そこから二次的に他の地方に伝えられた
［亀田2006］可能性が高いと考えられる。
3 屋　　　瓦
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1） ここでは瓦葺伽藍整が整備された時期という意味で用いる。
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第13図　軒瓦各型式の出土比率（個体識別法による）
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第14図　軒丸瓦の変遷
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第15図　軒平瓦の変遷
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要　　　約
1 佐渡国分寺跡は、新潟県佐渡市国分寺287－1ほかに所在する。
2 遺跡は島南部の小佐渡丘陵から西に派生する尾根末端の台地上に位置する。標高は約55mである。
3 遺跡は昭和2（1927）年に発見され、昭和4（1929）年に国史跡に指定された。昭和28（1953）年に
測量調査、昭和46～48（1971～1973）年に史跡整備が行われている。平成10～14（1998～2002）
年にかけて道路拡幅に伴う調査が実施され、南大門の南西から石敷遺構が検出された。
4 調査は、史跡再整備計画策定に先立ち寺の範囲や関連施設の有無を把握することを目的として、平成
15～17（2003～2005）年にかけて行った。
5 金堂北端礎石から北へ約25mの地点で、3.5m間隔で南北に並ぶ柱穴列を検出した。何らかの建物
とも考えられるが、部分的な調査のため詳細は不明である。他に配石遺構（SX02～04）を検出した
が、これは近世の絵図に描かれている建物に伴うものと考えられた。付近は、近世の耕作等により地
形が改変されており、遺構の一部は削平されている可能性がある。
6 塔東側では、南北へ約25m程続く溝を検出した。寺を区画する溝の可能性も検討したが、層位及び
遺物出土状況から新しいものと考えられる。
7 出土した遺物の大半は古代の瓦で、他に古代から近世にかけての土器がある。
8 出土した軒瓦を、文様の違いをもとに軒丸瓦24型式35種、軒平瓦24型式40種に分類した。
9 丸瓦、平瓦は種別や製作技法による分類を行った。
10 出土する瓦は、現国分寺の東にある経ヶ峰窯跡と南西約11kmにある小泊窯跡群で生産された。こ
れらの窯跡から出土した資料を提示し、製作技法等により両者を識別出来ることを明らかにした。
11 小泊窯跡群の瓦は、共伴する須恵器から9世紀後半～10世紀初に生産されたことがわかる。経ヶ峰
窯跡の瓦は、小泊窯跡群の瓦より古い様相を呈するが生産年代は不明である。但し、両者の製作技法
に大きな違いが見られないことから、比較的近接した時期の所産と考えられる。
12 他地域の瓦と比較検討を行い、東北南部の瓦との類似性や渡来系工人の関与を指摘した。但し、北陸
地方などの影響も見られるため、技術系譜は多様であった可能性がある。
13 過去の調査成果を検討し、想定される寺の範囲を示した。
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断面形 長 幅 深 備考
1020 70 配石遺構
450 380
半円状 2660 50 28
弧状 424 170 18
台形状 160 150 10
未掘 250 70
？ 115 50 65
弧状 56 53 11
弧状 80 59 24
弧状 62 48 16
台形状 75 61 14
未掘 33 32
未掘 55 42
台形状 52 50 10
未掘 31 28
150 140
種別 № グリッド トレンチ 平面形
SX 2 M19-19.20.24.25、L19-4.5.9.10.14.15.19.20 H16 1T
SX 4 Q19-13.14.15.18.19.20 H16 1T、5T
SD 1 M6-13～K6-23 7T、7T-N.S
SX 1 L9-23.24、L9-2.3.4 8T 不整形
SX 1 L9-4.5 9T 不整形
SX 2 M9-23.24、L9-3.4 9T 楕円形
SK 1 L8-4 9T 楕円形
SK 2 L9-1 9T 円形
SK 3 M7-23.24、L7-3.4 9T 楕円形
SK 4 M7-24、L7-4 9T 楕円形
SK 5 L7-4.5 9T 楕円形
SK 6 L7-5 9T 円形
SK 7 M7-25 9T 楕円形
SK 8 M8-21、L8-1 9T 円形
SK 9 L8-1 9T 円形
SX 1 L7-3 9T
遺構観察表
SK 7 L19-7.12.13 1T 円形 台形状 110 103 39
SK 8 L19-17.22 1T 円形 未掘 95 70
SK 9 L19-2 1T 円形 未掘 72 52
SK 1 L18-10、L19-6 3T-b 円形 台形状 30 80 22
SX 3 O19-14.15.19.20.24.25、N19-4.5 H16 1T 655 250 配石遺構
SK 1 O19-7.12 5T 円形 弧状 40 40 6
SK 2 O19-12.13 5T 楕円形 弧状 85 44 5
SK 3 O19-12 5T 方形 ？ 110 95 46
SK 4 O19-12 5T 円形 台形状 38 35 10
SK 5 O19-13 5T 円形 台形状 30 28 25
軒丸瓦観察表
内区 外区
焼成／色調
凹面調整 凸面調整
接
続 備考外縁 数 調整 数 叩
幅 文様
6 10 6 還元／軟質 ― 縄 I
7 15 6 堅緻 ― 縄 I
8 還元／硬質 I
8 還元／硬質 30×23 ― 縄 I
8 （7） （4） 還元／硬質（18×21） II
8 還元／硬質 9 縄 III 瓦当側：縄
7 12 5 還元／軟質 I
8 5 5 圏線 還元／硬質 I
6 5 3 圏線 還元／硬質（18×15） ― 縄 III
8 還元／硬質（30×30） II
8 8 5 圏線 還元／硬質 22×25 8 縄 II 瓦当裏・側：縄
8 10 5 還元／硬質 16×19 III 瓦当側：叩
8 10 6 還元／軟質 I
6 4 2 堅緻 15×17 III
6 堅緻 IV
6 10 3 堅緻 （15×12） III
6 還元／硬質 IV
6 還元／軟質（18×21） 瓦当：布目
6 4 3 還元／硬質 III
6 酸化／軟質 III
（6）（15） （1） 酸化／軟質 III
6 4 3 酸化／軟質 III
6 5 1 還元／軟質 III
4 10 5 圏線 酸化／軟質 III
6 4 還元／軟質 III
9 5 還元／硬質 I
6 1 還元／硬質 III
図版
№ 型式 地点グリット
層位
番号
直径
（㎜） 全長 厚（㎜）重量（g）
胎
土中房
径
蓮子
数 弁長 弁幅 弁数
方
向高
1 1 H16-2TK22-10 包含層（180） 10 57 11 53（1230）1
2 2 地点不明（山本家） 175 54 12 （100） 37（2290）1
3 3A H17-7TN-11 56 185 10 58 12 （90） 35（2130）1
4 3B H8-B区 190 12 57 15 365 26 4110 1
5 4A 地点不明（山本家） （162） 26 4＋1? 45 10 （65） 25 （770）2
6 4B
H17-7T
E-02
M5-12
Ⅱ層
表土
301
165 23 50 13 24 （390）2
7 5A H16-2TK21-10 包含層（180） 50 10 46 （870）1
8 7 H8-B区Kg II層 （170） 20 55 23 22 （590）2
9 8 地点不明（山本家） （170） 20 52 22 （97） 26 （990）1
10 9 H8-B区 160 18 53 23 （95） 30（1490）2
11 10 H8-B区 162 22 40 20 （310） 29（2690）1
12 11 地点不明（史跡整備） 170 58 20 （240） 15（2630）1
13 12 H16-2TK21-2 包含層 156 50 22 （70） 28 （970）1
14 13A 地点不明（山本家） 153 25 55 22 （100） 21（1240）1
15 13B H17-7TE-03
Ⅲ層
128 140 20 50 22 18 （550）1
16 14A H16-2TK24-1 包含層 180 25 62 26 （126） 34（2230）1
17 14B H13-南大門 3674 （156） 60 25 16 （170）1
18 14C H13-南大門 ？904（160） 22 57 23 19 （260）1
19 15A H16-2TK20-9 包含層（166） 60 18 21 （260）1
20 15B H16-2TK21-6 包含層（180） 68 22 24 （210）1
21 16 H17-7TE-02
Ⅱ層
63 （170）（23） （58）（20） （270）1
22 17A H13-南大門 15501644 （164） 52 22 17 （590）1
23 17B
H16-2T
K23-1
K23-2
表土
包含層（170） 57 25 25（2230）1
24 18 H13-南大門 17642633 （175） 33 22 （25） （570）1
25 20 H16-追加3TM8-3 表土 20 （32） （180）1
27 23 H17-7TE-05
Ⅳ層
139 4 （21） （110）2
28 24 H17-1TO19-5 包含層（180） （23） （170）1
26 22 H8-B区 168 23 45 44 4 7 4 （240） 28（2430）1 還元／硬質 20×21 7 縄 II
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軒平瓦観察表
全長 狭端幅 重量（g）
凸面調整
側端面調整 接続 備考周縁高 数 叩 方向
10（200） （1290） 8 縄 円弧 側：削 I 瓦当布目A
10（155） （1740） 8 縄 円弧 II 瓦当布目A
18（115） （1150） 11 縄 円弧 側：削 瓦当布目AII-101
（10）（130） （1260） 8 縄 円弧 側：削 瓦当布目A
（10）（215） （1760） 6 縄 円弧 側：削 II-98
（8）（70） （240） 側：削 I
15 330 （95） （4220） 6 縄 円弧 側：削・布目 II 瓦当布目A
9（160） （2520） 7 縄 円弧 側：削 II 瓦当布目A
（10）（130） （800） 8 縄 縦 側：削 I II-102
（25）（110） （1220） ナデ 横 側：削 I 瓦当布目B
15（210） （1600） 6×6 格子 II II-91.115
7 375 （90） （2600） ナデ 瓦当：横平瓦：縦
端：削・布目
側：削・布目
10（210） （1600） 7 縄 円弧 側：削 II
（12）（160） （1340） 6 平行 側：布目 I 瓦当：削・布目
（7）（90） （360） （9×7）格子 I
（6）（80） （160） （6×6）格子 側：布目 I
6（170） （1780） 9 縄 縦 側：削・布目 I
8 365（150） （3820） 8 縄 円弧 側：削 II
（130） （790） 8 縄 円弧 I
（20）（145） （800） 9 縄 縦 側：削・布目 瓦当布目B
（8）（155） （690） 6×8 格子 II 拓本合成
（5）（185） （730） 削 縦 側：削 II-96
（8）（290） （2500） 側：削・布目 I 瓦当布目BII-104
（22）（115） （760） 9 縄 縦 側：削・布目 I
（8）（80） （230） I II-108
4（181） （1390） （6×8）格子 側：削 I 瓦当：削手彫？
図版
№ 型式
地点
グリット
層位
番号
瓦当 胎
土
焼成
色調
凹面調整
上弦幅 厚さ 内区厚 内区文様 数 調整
41 209C H15-2TF10-13 包含層（115）（60）（36）鋸歯文 1
酸化
軟質 26×24
42 209B H16-2TK20-2 包含層（155）（60）（38）鋸歯文 2
凹面還
元軟質 22×20
43 210A H16-1TM19-10 表土 （140）（52）（32）鋸歯文 2
還元
硬質 24×20
44 210B H16-2TK21-6
包含層
2 （80）（60）（38）鋸歯文 2
還元
硬質 24×18
45 214A H16-1TK19-20 包含層（165）（50）（32）幾何学文 1
還元
硬質 18×18
46 214B H17-7TE-02
表土
15 （70）（52）（34）幾何学文 1
酸化
軟質
47 212A H8-B区 270 60 32 幾何学文 1 酸化軟質 30×31
48 212A H16-2TK21-2 表土 （220） 56 33 幾何学文 1
酸化
硬質 28×28
49 212B H16-1TN19-15 表土 （125）（48）（30）幾何学文 1
還元
硬質 18×19
50 212C H16-2TK22-1 包含層（190）（60）（18）幾何学文 1 堅緻 17×17
51 212D
H16-1TSX01
H16-追加5T
I2-21
包含層
025 260 35 10 幾何学文 1 堅緻 14×12
52 212E H16-2TK21-2
包含層
2 （185） 35 17 幾何学文 1
一部還
元軟質 24×25
53 213A H16-2TK21-6 包含層（195） 45 33 幾何学文 1
酸化
軟質 19×17
54 213B H16-2TK21-5 包含層 250 （40）（20）幾何学文 1
還元
硬質 22×21
55 213C H17-7TN-03
表土
11 （31）（17）幾何学文 1 堅緻 14×13
56 213D H17-7TE-05 111 （80）（20）（11）幾何学文 1
還元
軟質 16×16
57 213E H8-B区Gg 270 50 23 幾何学文 1
還元
軟質 20×17
58 215A H16-2TK21-2 包含層（170） 42 30 幾何学文 1
還元
硬質 18×18
59 215B H17-7TN-02
II層
188 （37） 幾何学文 1
還元
硬質 30×27
60 216 H16-2TK20-1 包含層（130）（53）（24）偏行唐草 1
酸化
軟質 12×12
61 217 H16-2TK21-1 表土 （100）（42）（28）偏行唐草 1
還元
軟質 12×12
62 218 H16-1TK19-20 包含層（125）（33）（16）均整唐草? 1
還元
軟質 16×15
63 219 H16-1TO19-25 包含層（180） 43 （22）？ 2
還元
硬質 14×20
64 220 H8-B区Hg 上層 （155）（58）（32）均整唐草 1
酸化
軟質 19×18
65 221 H16-追加1TE7-22 包含層 （35）（15）幾何学文 1
還元
硬質 18×15
66 222 H12-国分寺（南大門南西） 3966 260 34 19 幾何学文 1
還元
硬質 （13×10）
29 201 H8-B区 267 50 30 均整唐草 7（200） （2290）1 酸化軟質 31×30 9 縄 縦 側：削・布目 I
30 201 H13-南大門 640 （80）（48）（35）均整唐草 （120） （480）1 還元軟質 21×19 9 縄 円弧 側：布目 I
31 202A H15-3TM10-16 包含層（160） 32 20 均整唐草 5 （85） （550）1
酸化
軟質 24×20 I 瓦当布目A
32 202B H16-追加2TE8-3 表土. （50）（21）均整唐草 （11）（100） （530）1
酸化
硬質 20×15 8 縄 縦 II-109
33 202C H8-B区Kg 上層 （45）（50）（22）均整唐草? （8）（60） （210）1
酸化
軟質 側：削・布目
34 203 H16-1TK19-20 包含層（150）（57）（37）偏行唐草 （9）（220） （1750）2
還元
硬質 28×24 9 縄 不規則 側：削 I
瓦当布目A
拓本合成
II-97
35 204 山本家 （36）（23）偏行唐草 （8）（130） （580）1 酸化軟質 15×20 7×6 格子 II 拓本合成
36 205 H13-南大門 6371410 （160） 58 45 偏行唐草 10（100） （950）2
酸化
軟質 21×16 6 縄 縦 側：削・布目 I
37 206 地点不明（史跡整備） 260 45 33 偏行唐草 8（330） （3240）2
一部
堅緻 20×19 8 縄 円弧 側：削・布目 I 瓦当布目A
38 207 H17-7TE-02
I層
150 （120）（58）（37）偏行唐草 （12）（170） （1370）2
還元
硬質 26×25 9 縄 円弧 側：削 瓦当布目A
39 208 H17-1TSX-01 112 （110）（30）（20）均整唐草 （5）（250） （1840）1
酸化
硬質 28×29 面取り 7 縄 円弧 側：削・布目 I 瓦当布目A
40 209A H17-追加3TM9-3 表土 （135）（63）（42）鋸歯文 12（180） （2070）2
酸化
硬質 27×27 9 縄 円弧 側：削・布目 瓦当布目A
丸瓦観察表（1）
凸面
側面
狭 数 叩
図版
№
地点
グリット
全長
（㎜）
幅（㎜） 重量
（g）
焼成
色調
凹面
広 狭 広 数 調整
67 H17-7TSD01 387（150） 104 26 15 （2400）
酸化
軟質 25×21 ― 縄 横ナデ
68 H17-7TE-05 （357） （99）（19） 8 （2220）
還元
硬質 31×35 横ナデ
69 H8-B区 357 190 106 20 17 2560 還元硬質 26×23
70 H8-B区HG 369（161）（40） 18 （13）（1650）
酸化
軟質 25×24
6×6
6
格子
平行 縦ナデ
層位
番号
厚（㎜） 胎
土
24 1
138 2
Ⅰ層
1 1
Ⅲ層 1
備考
調整
観　察　表
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丸瓦観察表（2）
凸面
側面
狭 数 叩
図版
№
地点
グリット
全長
（㎜）
幅（㎜） 重量
（g）
焼成
色調
凹面
広 狭 広 数 調整
71 H16-2TK21 349（158）（25） 19 （22）（1690）
還元
硬質 18×20
72 H17-8T （155）（126）（105）（18） 19 （710） 堅緻 36×30 削 9 縄
73 H16-1TSX04 （143）（87）（104）（16）（23） （650）
還元
硬質 （24×21）削 削
74 地点不明（国分寺蔵） 299 166 105 12 16 1880
還元
軟質 25×22 縦削 布目
75 H16-2TK-21 （58） （54）（22）（10） （430）
還元
軟質 22×20
76 H16-2TK-21 （132） （78）（18）（10） （230）
還元
軟質 25×21 縦削
77 H17-7TE-2 （162） （130） （22） （540）
還元
軟質 17×20
78 H17-7TN-02 （96） （72） （23） （220）
還元
軟質 （21×16）
層位
番号
厚（㎜） 胎
土
包含層
2 1
Ⅳ層
276 1
10 1
1
包含層
9 1
包含層
6 1
Ⅰ層
15 1
表土
36 1
平瓦観察表
凸面調整
側端面調整 備考
狭 数 叩 方向
図版
№
地点
グリット
全長
（㎜）
幅（㎜） 重量
（g）
焼成
色調
凹面調整
広 狭 広 数 調整
79 H13-南大門 330 255 220 22 15 3410 凹面酸化硬質 21×20 10 縄 円弧
広端：布目
側：削
80 H17-追加1TM19-22 343 270 262 20 17 3250
還元
硬質 15×13 9 縄 縦
端：削
側：削・布目
81 地点不明（国分寺蔵） 370（275） 270 15 21 4510
還元
軟質 21×18 9 縄 円弧
82 H17-追加1TM19-22 （230） 285（190） 20 （25）（2670）
還元
硬質 16×17 11 縄 円弧 側：削・布目
83 H16-1TSX-01 （271）（145）（118） 22 （34）（2440）
還元
硬質 25×28 8 縄 横 II-142
84 H17-7TE-02 （155） （210） 23 （1130）
酸化
軟質 30×30 7 縄 円弧
狭端：布目
側：布目
88 H17-7TE-02 （170）（120） （20） （610）
還元
硬質 21×18 ― 格子 側：削・布目
89 H13-南大門 330（150）（40） 20 （18）（2660） 還元硬質 20×22 糸切痕 7 縄 円弧
広端：布目
側：削
90 H13-南大門 （100） （118） （11） （470） 還元軟質 22×27 6 平行
端：削
側：削
91 H17-7TE-02 （115）（156） （21） （470）
酸化
軟質 糸切痕
端：削
側：削
92 H16-1TSX-01 （244）（115）（100）（17）（15） （850）
還元
軟質 16×17 糸切痕
端：削
側：削 II-144
93 H16-2TK21-2 （145）（133） （13）（11） （380）
還元
硬質 糸切痕
広端面→ヘラ
？
層位
番号
厚（㎜） 胎
土
105 1
Ⅱ層 2
2
Ⅱ層 1
30 1
Ⅱ層
429 1
Ⅱ層
302 1
992
1469
1487
1
3654 1
Ⅲ層
609 1
38 1
包含層 2
調整
離れ砂
糸切痕
糸切痕
85 H17-7T Ⅲ層329 （180） （75） 18 （810）1
還元
硬質 29×27 8 縄 縦
端：削
側凹：削
86 H16-追加5TI2-21 包含層 （305） （200）（23） 16 （1880）1
還元
硬質 14×18 7×6 格子
端：削・布目
側：削 II-153
87 H17-7TN-01 178 （252） （172）（24）（21）（1580）1
酸化
軟質 14×18 7×6 格子
狭端：布目
側：削
土器観察表（1）
底径
指数 その他調整
94 H17-7TSD01 ヘラケズリ
95 H17-6TQ18-14
96 H17-9T
97 H17-6TQ19-16 ヘラケズリ
98 H17-6TQ19-17
切離
70 ヘラ
Ⅲ層 ヘラ
Ⅳ層
353
表土 ヘラ
表土 ヘラ
99 H17-6TQ19-18 Ⅲ層 ヘラ ヘラケズリ
102 H17-6TQ18-20 表土 ヘラ
口径 器高
須恵器 坏蓋 12/12
須恵器 坏蓋 12/12
須恵器 坏蓋 128 1/12
須恵器 坏蓋 12/12
須恵器 坏蓋 1/12
須恵器 坏蓋 162 1/12
須恵器 有台坏 86 1/12
図版
№
地点
グリット
層位
番号 種別 器種 底径
径高
指数
最大
径
遺存
（底） 備考
備考
調整
II-126
玉縁一本作？
玉縁
玉縁
玉縁
玉縁
回
転
胎
土 焼成
遺存
（口）
1 還元硬質
1 還元硬質
1 還元軟質
1 酸化軟質
1 還元硬質
1 還元硬質
1 還元硬質
100 H17-9T Ⅱ層121 須恵器 有台坏 140 1
還元
硬質 1/12
101 H17-8T Ⅳ層336 須恵器 有台坏 114 1
還元
硬質 1/12
観　察　表
38
土器観察表（2）
底径
指数 その他調整
131 H17-6TQ19-16
外　格子
内　放射
132 H17-9T 外　平行内　放射
133 H17-6TQ18-20
外　平行
内　平行
134 H17-6TQ18-12
外　平行
内　同心円
135 H17-9T 外　平行内　放射
切離
Ⅲ層
Ⅳ下層
287
表土
II層
Ⅳ下層
245
286 292
136 H17-7TE-2
Ⅲ層
523 9.02 55.7
141 H17-8T Ⅳ層313 23.6 69.4
回転
糸切
口径 器高
須恵器 甕
須恵器 甕
須恵器 甕
須恵器 甕
須恵器 甕
土師器 無台皿 122 68 11
土師器 皿？ 72 50 17
図版
№
地点
グリット
層位
番号 種別 器種 底径
径高
指数
最大
径
遺存
（底） 備考
回
転
胎
土 焼成
遺存
（口）
1 還元硬質
1 還元硬質
1 還元硬質
1 還元硬質
1 還元硬質
1 酸化軟質 2/12
1 酸化軟質 8/12
103 H17-7TSD01 141 須恵器 有台坏 88 ヘラ 1
還元
硬質 3/12
104 H17-7T Ⅲ層612 須恵器 有台坏 64 ヘラ 左 1
還元
硬質 7/12
105 H17-6TQ19-16 表土 須恵器 有台坏 64 ヘラ 1
還元
硬質 4/12
106 H17-5T 盛土 須恵器 無台坏 126 94 35 27.8 74.6 ヘラ 1 還元硬質 1/12
107 H17-9T Ⅳ層171 須恵器 無台坏 132 82 30 22.7 62.1 ヘラ ヘラケズリ 1
還元
硬質 1/12
108 H17-9T Ⅳ層171 須恵器 無台坏 130 1
還元
硬質 1/12
109 H17-6TQ18-24 表土 須恵器 無台坏 94 ヘラ ヘラケズリ 1
還元
硬質 3/12
110 H17-7TE-02
Ⅰ層
16 須恵器 無台椀 70 ヘラ ヘラケズリ 1
還元
硬質 4/12
111 H17-8T
Ⅳ層
328 330
338
須恵器 無台坏 68 ヘラ 左 1 還元硬質 2/12
112 H17-6TQ19-17 Ⅲ層 須恵器 有台椀 80 ヘラ 左 1
還元
硬質 9/12
113 H17-7TE-02
Ⅲ層
576 須恵器 有台椀 80 ヘラ 2
還元
硬質 8/12
114 H17-9T Ⅳ層190 須恵器 有台椀 60 ヘラ 1
還元
硬質 2/12
115 H17-6TQ18-14 表土 須恵器 皿 134 1
還元
硬質 1/12
116 H17-7TN-10
Ⅱ層
27 須恵器 皿 130 1
還元
硬質 1/12
117 H17-7T Ⅲ層192 須恵器 有台皿 60 ヘラ 左 1
還元
硬質 6/12
118 H17-7TN-10
Ⅱ層
28 須恵器 有台坏 76 4
酸化
軟質 6/12
119
H17-7T
E-2
M5-13
表土 土師器 有台椀 82 ヘラ 4 酸化軟質 12/12
120 H17-8T Ⅳ層331 土師器 有台椀 60 4
酸化
軟質 9/12
121 H17-9T Ⅳ層175 須恵器 椀？ 140 1 外　過焼成 1/12 仏具？
122 H17-7TE-04
Ⅱ層
134 須恵器 多口瓶 1
還元
硬質 仏具？
123 H17-7T Ⅲ層618 須恵器 多口瓶 192 1 外　過焼成 仏具？
124 H17-7TN-03
Ⅱ層
80 須恵器 長頚瓶 2
還元
硬質
125 H17-6TQ19-16 表土 須恵器 長頚瓶 118 ヘラ 左 1
還元
硬質 2/12
126 H17-6TQ19-16 表土 須恵器 長頚瓶 154 ヘラ 左 1 過焼成 2/12
127 H17-7TE-02
Ⅰ層
81 須恵器 甕 148 1
還元
硬質 1/12
128 H17-7T Ⅲ層211 須恵器 甕
外　格子
内　同心円 1
還元
硬質
129 H17-6TQ18-15 Ⅱ層 須恵器 甕
外　格子
内　平行 1
還元
硬質
130 H17-7TSD01 53 須恵器 甕
外　格子
内　放射 1
還元
硬質
137 H17-7TN-11
Ⅱ層
61 土師器 有台椀 50 4
酸化
軟質 7/12
138 7T-SD-01 表土1 土師器 皿？ 62 30 16 25.8 48.4
回転
糸切 1
酸化
軟質 3/12
139 H17-6TQ18-20 Ⅲ層 土師器 皿？ 88 40 20 22.7 45.5
静止
糸切 1
酸化
軟質 3/12 内面煤
140 H17-7TS-01
Ⅰ層
53 土師器 皿？ 70 40 26 37.1 57.1 1
酸化
軟質 3/12 内面煤
地点別軒瓦の分布
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24 23 22 21 20 19 18 17
Q
-101234567891011
O
N
M
L
K
J
I
H
G
F
E
D
C
B
P
O
N
M
L
K
9
1
9
4
12
1
1911238114
3
5395
1314
1631
1 4
1
1 2
1
1 71
2
32
15
5
軒丸瓦一覧表
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● 
● 
● 
● 
● 
● 
○ 
○ 
● 
● 
○ 
○ 
1
型式 
番号 備　　　考 
金
堂
北 
瑠
璃
堂
北 
瑠
璃
堂
南 
南
大
門 
新
堂 
地
点
不
明 
小
計 計 ％ 
経
ヶ
峰 
小
泊 
4 1 2 7 7 3.6
2 4 1 3 8 8 4.1
3A 4 4 2 10
3B 2 6 3 1 12 48 24.6
3 6 9 7 3 1 26
4A 3 3
4B 2 1 1 4 24 12.3
4 8 3 1 5 17
5A 1 1
1 0.5
5B 0
7 1 3 7 2 13
14 7.2
7B 1 1
8 1 1 1 3 3 1.5
9 1 1 3 1 6 6 3.1
10 3 1 1 5 5 2.6
11 3 2 1 6 6 3.1
12 4 1 5 5 2.6
13A 3 1 4
6 3.1
13B 1 1 2
3A
5A
5B
4B
7
7B
8
4A
3B
1
2
9
12
10
11
13A
13B
軒丸瓦一覧表
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14A
型式 
番号 備　　　考 
金
堂
北 
瑠
璃
堂
北 
瑠
璃
堂
南 
南
大
門 
新
堂 
地
点
不
明 
小
計 計 ％ 
経
ヶ
峰 
小
泊 
1 1
14B 1 1 3 1.5
14C 1 1
15A 1 2 3
15B 2 2
7 3.6
15C 1 1
15 1 1
16 1 1 1 0.5
16? 1 1 1 0.5
17A 5 2 1 1 9
11 5.6
17B 1 1 2
18 1 1 1 0.5
19 1 1 1 0.5
20 1 1 1 0.5
21 0
22 2 1 3 3 1.5
23 1 1 1 0.5
24 1 1 1 0.5
3or4？ 1 1 1 0.5
7or12？ 2 2 2 1
7or 
19or 
12？ 
1 1 1 0.5
15or16 1 1 1 0.5
15or17 4 1 3 8 8 4.1
不明 8 4 2 3 1 18 18 9.2
計 65 41 40 25 1 23 195 195 99.8
14B
14C
14A
15A
15B
15C
18
16
17A
17B
20
21
19
23
22
24
○ 
● 
○ 
○ 
○ 
○ 
※出土点数は個体識別法による。 
※●は窯跡出土、○は製作技法から推定されるもの。 
軒平瓦一覧表
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201
202A
202B
202C
203
204
205
206
207
208
209A
209B
209C
210A
210B
210C
211
212A
212B
212C
212D
212E
201
型式 
番号 備　　　考 
金
堂
北 
瑠
璃
堂
北 
瑠
璃
堂
南 
南
大
門 
新
堂 
回
廊
東 
中
門
東 
地
点
不
明 
小
計 計 ％ 
経
ヶ
峰 
小
泊 
4 4 1 9 9 5.1
202A 2 2 2 6
202B 1 2？ 3 11 6.3
202C 1 1 2
203 3 2 1 3 9 9 5.1
204 4 3 7 7 4
205 2 2 2 1.1
206 5 2 2 1 2 12 12 6.8
207 1 1 1 1 4 4 2.3
208 1 2 1 2 6 6 3.4
209A 1 1 1 3
209B 2 1 3 9 5.1
209C 2 1 3
210A 2 7 9 1 3 22
210B 1 1 1 3 26 14.8
210C 1 1
211 0 0 0
212A 1 1 3 5
212B 3 1 4
212C 3 1 1 1 6 22 12.5
212D 4 1 5 ［1T］＋［I2－21］ 
212E 1 1 2
● 
● 
● 
● 
● 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
軒平瓦一覧表
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213A
213B
213C
213D
213E
214A
214B
215A
215B
215C
216
217
218
219
220
221
222
213A
型式 
番号 備　　　考 
金
堂
北 
瑠
璃
堂
北 
瑠
璃
堂
南 
南
大
門 
新
堂 
回
廊
東 
中
門
東 
地
点
不
明 
小
計 計 ％ 
経
ヶ
峰 
小
泊 
3 1 1 5
213B 1 1 2
213C 1 1 2 16 9
213D 2 2
213E 5 5
214A 2 1 1 4
8 4.5
214B 1 3 4
215A 2 5 1 8
215B 1 4 5
14 8
215C 0
215 1 1
216 1 1 22 1.1
217 2 1？ 3 3 1.7
218 1 1 1 0.6
219 1 1 1 0.6
220 1 7 1 9 9 5.1
221 1 2 3 3 1.7
222 1 1 1 0.6
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B'
 51.700m
G G' 51.300m
C 51.300mD D' 51.300m
C
Ⅰ　　表土 
Ⅱ１　暗黄褐色土　粘性なし　しまり弱い　φ3～5cm礫含む　盛土 
Ⅱ２　褐色土　　　粘性ややあり　しまりやや強い 
Ⅳ　　灰褐色土　　粘性ややあり　しまりやや強い 
①　１T－SX２　東壁 
Ⅰ　表土 
Ⅱ　黄褐色土　　　粘性なし　しまり弱い　φ3～5cm礫含む　盛土 
Ⅳ　灰褐色土　　　粘性ややあり　しまりやや強い 
Ⅴ　赤褐色ローム　粘性あり　しまりやや強い　地山 
②　１T－SX２　南壁 
Ⅰ　　表土 
Ⅱ１　暗灰褐色土　　　粘性ややあり　しまり強い　耕作土 
Ⅱ２　褐色土　　　　　粘性あり　しまりやや強い　耕作土 
Ⅱ３　灰褐色土　　　　粘性ややあり　しまりやや強い　耕作土 
Ⅴ　　黄灰褐色ローム　粘性強い　しまり強い　拳～人頭大の礫を含む 
③　追加３T－c　東壁 
Ⅰ　　表土 
Ⅱ１　暗灰褐色土　　　粘性ややあり　しまりやや強い　水田耕作土 
Ⅱ２　灰褐色土　　　　粘性ややあり　しまりやや強い　水田耕作土 
Ⅴ　　黄灰褐色ローム　粘性強い　しまり強い 
ａ　　暗褐色土　　　　粘性あり　しまりやや強い　ＳＫ０１履土 
ｂ　　黄灰褐色土　　　粘性ややあり　しまりやや強い　ＳＫ０１履土 
⑤　３T－b　北壁 
Ⅰ　　表土 
Ⅱ１　黄褐色土　　　　粘性あり　しまりやや強い　水田耕作土 
Ⅱ２　灰褐色土　　　　粘性ややあり　しまりやや強い　水田耕作土 
Ⅴ　　黄灰褐色ローム　粘性強い　しまり強い 
④　追加３T－b　東壁 
１　黄色土　　粘性ややあり　しまり強い 
２　灰褐色土　粘性あり　しまりやや強い　φ2～5cm　炭化物含む 
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H H' 50.300m
① 
③ 
② 
④ 
⑥ ⑤ 
⑦ 
⑧ 
⑥　5T－SK3 
 1 暗褐色土層 　粘性なし　しまり強い 
 2 暗灰褐色土層 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 3 橙色土層 　粘性あり　しまりやや強い 
 4 暗灰色土層 　粘性あり　しまりやや強い 
①　6T　北壁 
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ1 黄褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い　盛土 
 Ⅱ2 暗黄褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い　盛土 
 Ⅱ3 黄灰褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い　盛土 
 Ⅲ 暗褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い　古代～近世遺物包含層 
 Ⅳ 灰褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅴ 橙色ローム 　粘性あり　しまり強い 
⑦　5T－SK4 
 1 暗褐色土 　粘性なし　しまり強い 
④　5T－SK1 
 1 暗褐色土 　粘性なし　しまり強い 
⑧　5T－SK5 
 1 暗褐色土層 　粘性なし　しまり強い 
 2 暗灰褐色土層 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 3 橙色土層 　粘性あり　しまりやや強い 
⑤　5T－SK2 
 1 暗褐色土 　粘性なし　しまり強い 
③　5T　南壁 
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ1 黄褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅱ2 暗灰褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅱ3 褐灰色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅱ4 黄灰褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅱ5 暗黄灰褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅱ6 黄白色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅲ 暗褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅳ1 暗灰褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅳ2 灰褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅴ1 橙色ローム 　粘性あり　しまり強い 
 Ⅴ2 黄灰ローム 　粘性あり　しまり強い　拳大の礫を含む 
盛土 
②　6T－SX3　東壁 
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ1 黄灰褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅱ2 黄褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅱ3 黄灰色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅱ4 暗褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅱ5 褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅱ6 灰褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅱ7 暗黄灰褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ 暗褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い　古代遺物包含層 
 Ⅴ 赤褐色ローム 　粘性あり　しまり強い 
盛土 
図 版 9 7T・SD01実測図
Ⅰ　　黒色表土 
Ⅲ２　暗茶褐色土層　粘性ややあり　しまりやや強い 
ａ　　暗灰褐色土層　粘性ややあり　しまりやや強い　SD1履土 
②　７T－N－０５　北壁 
Ⅲ２　暗茶褐色土層　粘性ややあり　しまりやや強い 
ａ　　暗灰褐色土層　粘性ややあり　しまりやや強い　SD1履土　　　　　　　　　　 
 
①　７T－N－０８　北壁 
Ⅰ　　黒色表土 
Ⅲ２　暗茶褐色土層　粘性ややあり　しまりやや強い 
ａ　　暗灰褐色土層　粘性ややあり　しまりやや強い　SD1履土 
③　７T－N－０４　南壁 
Ⅲ１　暗褐色土　　　粘性あり　しまりやや強い 
Ⅲ２　暗茶褐色土層　粘性ややあり　しまりやや強い 
ａ　　暗灰褐色土層　粘性ややあり　しまりやや強い　SD1履土 
④　７T－N－０２　南壁 
0 2m断面図①～④（1:40） 
0 5m平面図（1:100） 
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7T・7T-E-01・7T-E-02実測図 図 版 10
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E
55.200m
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FF'
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GG'
⑤　7T　南壁 
 Ⅰ 黒色表土 
 Ⅲ1 暗茶褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ2 暗灰黄褐色土 　粘性ややあり　しまり強い 
⑦　7T－E－02　南壁 
 Ⅰ 黒色表土 　地表堆積腐葉土 
 Ⅲ1 暗褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ2 暗黄褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ3 黄褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅳ 灰黄褐色土 　粘性あり　しまり強い 
 
遺物包含層 
⑥　7T－E－01　南壁 
 Ⅰ 黒色表土 　地表堆積腐葉土 
 Ⅲ1 暗灰色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ2 暗灰色シルト 　粘性あり　しまりやや弱い 
 Ⅲ3 暗灰褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い　φ1～5mm大の炭化物を含む 
 Ⅲ4 暗褐灰色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ5 暗黄褐色土 　粘性あり　しまりやや強い　φ1～5mm大の炭化物を含む 
 Ⅲ6 黄褐色土 　粘性あり　しまりやや強い　φ1～5mm大の炭化物を含む 
 Ⅳ 暗灰褐色土 　粘性あり　しまり強い　φ1～5mm大の炭化物を含む 
 Ⅴ 赤褐色ローム 　粘性あり　しまり強い 
 
遺物包含層 
図 版 11 8T・9T遺構平面図
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図 版 13 軒丸瓦（1）
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軒丸瓦（2） 図 版 14
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図 版 15 軒丸瓦（3）
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軒平瓦（1） 図 版 16
0 20cm（1:4） 
29〔201〕 
30〔201〕 
31〔202A〕 
33〔202C〕 
32〔202B〕 
34〔203〕 
図 版 17 軒平瓦（2）
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軒平瓦（3） 図 版 18
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図 版 19 軒平瓦（4）
0 20cm（1:4） 
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軒平瓦（5） 図 版 20
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図 版 21 軒平瓦（6）
0 20cm（1:4） 
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軒平瓦（7） 図 版 22
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53〔213A〕 
54〔213B〕 
55〔213C〕 56〔213D〕 
57〔213E〕 
図 版 23 軒平瓦（8）
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軒平瓦（9） 図 版 24
図 版 25 丸瓦（1）
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図 版 27 丸瓦（3）
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図 版 29 平瓦（1）
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図 版 31 平瓦（3）
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図 版 33 平瓦（5）
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土器（1） 図 版 34
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図 版 35 土器（2）
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経ヶ峰窯跡出土瓦（1） 図 版 36
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図 版 37 経ヶ峰窯跡出土瓦（2）
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経ヶ峰窯跡出土瓦（3） 図 版 38
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図 版 39 栗の木沢窯跡出土瓦
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カメ畑窯跡出土瓦 図 版 40
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図 版 41 フスベ窯跡出土瓦
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小泊窯跡群出土土器 図 版 42
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全景 図 版 43
整備前　全景（南西より）
整備後　全景（西より）
図 版 44 既往の調査史跡整備
塔礎石（高橋ほか1930より転載） 金堂礎石（高橋ほか1930より転載）
塔礎石（近藤福雄撮影　1952） 実測調査関係者（近藤福雄撮影　1953）
全景（南大門より金堂方向　斎藤1963より転載） 金堂礎石（斎藤1953より転載）
整備工事（表土除去　1972） 整備工事（転圧　1973）
史跡整備 図 版 45
塔礎石移設（1973） 全景（南西より）
新礎石①（南大門北） 新礎石②（中門東）
新礎石③（南回廊北） 新礎石④（北回廊東）
新礎石⑤（北回廊） 礎石移設⑥（西回廊）
図 版 46 1T・3T
1T-SX01（北西から） 1T-SK01・SK02完掘（北西から）
1T-SX02（南から） 1T-SX02断面（北から）
追加1T（南から） 3Tb・3Tc（西から）
追加1T-SK07断面（北から） 3Tb-SK01断面（南から）
1T・5T 図 版 47
1T-SX03（北西から） 1T-SX03断面（北から）
5T-SK01～SK05（北から） 5T-SK01断面（北から）
5T-SK02断面（北から） 5T-SK03断面（北から）
5T-SK04断面（北から） 5T-SK05断面（北から）
図 版 48 6T・7T
SX04（西から） 6T土層断面（南から）
SX04（西から） SX04 土坑断面（東から）
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